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「
神
様
事
に
、
し
す
ぎ
、
は
無

い
。
」
と
あ
る
方
が
、
ポ
ツ
リ
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

世
情
に
よ
り
縮
小
さ
れ
て
い
た

様
々
な
こ
と
が
回
復
し
て
一
年
間
、

と
も
す
れ
ば
縮
小
さ
れ
る
前
の
、

当
初
の
心
構
え
を
忘
れ
よ
う
と
し

て
は
い
な
い
か
。
そ
ん
な
思
い
が

し
て
い
ま
す
。

　

祝
詞
の
中
に
﹇
か
し
こ
み
か
し

こ
み
、
も
、
も
う
す
﹈
と
い
う
詞

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
﹇
も
﹈
は
、

こ
ん
な
に
も
、
こ
ん
な
に
も
、
畏

れ
敬
っ
て
も
、
ま
だ
足
り
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
と
い
う

自
省
の
詞
で
す
。

　

自
省
を
繰
り
返
し
、
今
、
行
う

べ
き
こ
と
を
行
う
。
そ
し
て
次
の

実
行
へ
。
そ
れ
が
大
き
な
歩
み
と

存
じ
ま
す
。

　

人
生
で
の
後
悔
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
、
無
意
味
な
先
送
り
か
ら

生
ま
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

武
智
。
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登
拝
さ
れ
る
上
で
、
御
神
像
奉
持

の
重
大
さ
と
こ
れ
か
ら
の
在
り
方

を
考
え
、
今
後
こ
の
奉
持
習
礼
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
が
中

心
と
な
っ
て
御
神
像
奉
持
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
、
先
達
一
人
が

友
達
や
家
族
知
り
合
い
の
ど
な
た

で
も
一
人
を
連
れ
て
登
拝
頂
き
、

お
山
開
き
大
祭
に
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
話
が
あ
り
、

そ
の
後
頂
上
山
荘
に
て
夕
食
を
と

り
な
が
ら
懇
親
が
は
か
ら
れ
、
信

頼
と
団
結
心
を
深
め
な
が
ら
頂
上

よ
り
の
夕
陽
や
夜
景
を
堪
能
し
就

寝
し
ま
し
た
。

　

翌
十
九
日
朝
は
、
頂
上
社
に
て

朝
拝
神
事
・
御
神
像
拝
戴
神
事
斎

行
後
、
朝
食
を
と
り
午
前
七
時
十

五
分
よ
り
、
習
礼
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

　

先
ず
は
、
柔
軟
体
操
後
備
後
崇

敬
組
合
蔵
王
教
会
教
会
長
深
川
健

二
元
老
大
顧
問
・
神
鏡
笏
に
御
神

像
奉
持
の
流
れ
や
鎖
場
で
の
注
意

事
項
を
お
話
し
頂
い
て
、
三
ノ
鎖

下
り
へ
足
置
き
の
金
具
を
設
置

後
、
三
ノ
鎖
場
で
の
御
神
像

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
の
登
り
下

り
の
実
践
に
全
員
が
参
加
し
て
体

験
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
頂
上
社
御
本
殿
前
に
て

神
恩
感
謝
の
拝
礼
を
し
、
習
礼
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
三
年
に
一
度
、
久
し

ぶ
り
の
頂
上
社
に
て
の
開
催
（
二

年
は
本
社
）
で
、
一
二
三
の
下
り

の
鎖
に
、
登
拝
者
が
安
全
に
鎖
を

者
と
共
に
田
窪
芳
弘
権
禰
宜
の

先
導
で
、
大
祓
詞
斉
唱
・
般
若

心
経
読
誦
願
い
成
就
し
ま
す
よ

う
心
一
つ
に
祈
願
申
し
上
げ
ま

し
た
。
祭
典
納
め
に
は
祈
念
い

た
し
ま
し
た
役
行
者
守
を
参
列

の
皆
様
に
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

　

次
年
の
役
行
者
尊
例
大
祭
・

お
火
焚
き
祈
願
祭
も
皆
様
の
御

参
列
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
、
成
就
社
に
鎮
座
さ
れ
て
お

り
ま
す
役
行
者
尊
の
神
威
益
々

の
発
揚
と
、
全
国
各
地
の
信
徒

の
皆
様
の
ご
多
幸
と
、
常
日
頃

よ
り
御
配
慮
い
た
だ
い
て
お
り

　

去
る
四
月
三
十
日
、
正
午
よ

り
中
宮
成
就
社
に
て
役
行
者
尊

例
大
祭
並
び
に
お
火
焚
き
祈
願

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
、
地
域
一
帯
は
突

然
の
停
電
に
見
舞
わ
れ
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
運
行
も
休
止
に
な

り
、
多
く
の
方
々
が
登
山
を
余

儀
な
く
足
止
め
と
な
る
状
況
だ

っ
た
の
で
す
が
、
上
浮
穴
崇
敬

組
合
長
坪
内
続
様
を
は
じ
め
三

名
様
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、

祭
儀
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

祭
儀
は
先
ず
成
就
社
本
殿
を

拝
礼
し
た
後
、
見
返
り
遙
拝
殿

へ
と
進
み
、
参
列
者
一
同
で
霊

峰
石
鎚
山
を
遙
拝
し
祭
典
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
日

の
頂
上
社
開
門
祭
を
控
え
て
武

智
宮
司
よ
り
山
の
安
全
と
感
謝

を
祝
詞
に
て
述
べ
ら
れ
玉
串
を

奉
り
拝
礼
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
見
返
り
遙
拝
殿
前
に

て
斎
行
さ
れ
た
お
火
焚
き
祈
願

祭
で
は
、
十
亀
権
宮
司
の
手
に

よ
り
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
四
百
十
四
本
の
祈
願
木
を
一

つ
ず
つ
読
上
げ
、
ま
た
、
参
列

成
就
社
役
行
者
尊
例
大
祭
お
火
焚
き
祈
願
祭　

斎
行

成
就
社
役
行
者
尊
例
大
祭
お
火
焚
き
祈
願
祭　

斎
行

成
就
社
役
行
者
尊
例
大
祭
お
火
焚
き
祈
願
祭　

斎
行

   
佐
伯　

直
哉
副
取
締

   

渡
部　

浩
二
副
取
締

   

松
波　

賢
一　

濱
田　

隼
人

   

細
川　

英
世　

金
子　

正
眞

   

大
野　

和
由　

山
本　

良
成

   

佐
藤　
　

望

《
備
後
崇
敬
組
合
》

　
　

深
川　

健
二
神
鏡
笏

　
　

森
井　

智
子
特
別
大
監
長

　
　

石
橋　

茂
樹
副
大
監
長

　
　

大
元　

圭
介
副
取
締

ヴ
ォ
・
ヴ
ァ
ン
・
タ
イ
ン
副
取
締

フ
ァ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ー
副
取
締

フ
ァ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ィ
ン

《
本
社
》

　
　

平
岡　
　

明
神
鏡
笏

   

大
岡　

忠
徳　

田
窪　

芳
弘

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

下
る
事
が
出
来
る
様
に
と
、
深
川

健
二
教
会
長
の
お
世
話
に
よ
り
、

参
加
者
全
員
の
協
力
の
お
蔭
で
五

十
個
の
足
場
の
金
具
を
取
付
け
る

こ
と
が
出
来
、
有
意
義
な
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
お
山
開
き
大
祭
で
の
参

加
は
勿
論
、
こ
の
体
験
を
生
か

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
先
達

と
し
て
組
合
の
中
心
と
な
り
多
く

の
信
徒
を
お
山
開
き
大
祭
へ
お
導

き
頂
き
ま
す
こ
と
を
念
願
し
、
参

加
者
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
て
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

（
追
伸
）

　

来
年
、
再
来
年
は
、
本
社
に
て

御
神
像
奉
持
習
礼
を
す
る
予
定
で

す
。
沢
山
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。禰宜　

大
岡　

記

参
加
者

《
中
予
崇
敬
組
合
》

　
　

宮
田　

尚
樹
元
老
顧
問

　
　

佐
伯　

隆
典
元
老

　
　

定
井　

暢
男
名
誉
部
長

　

去
る
、
五
月
十
八
日
（
土
）
・

十
九
日
（
日
）
頂
上
社
に
於
い
て

十
九
名
が
参
加
し
て
御
神
像
奉
持

の
習
礼
（
予
行
演
習
）
と
今
回

は
、
下
り
の
鎖
に
足
置
き
場
の
金

具
（
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
様
な

形
）
を
設
置
す
る
作
業
も
合
せ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
緑
が
輝
き
、
お
山
も
青
々
と

生
気
漲
る
十
八
日
先
ず
は
、
一
ノ

鎖
と
二
ノ
鎖
に
足
置
き
の
金
具
を

設
置
し
な
が
ら
、
平
岡
常
務
総
代

を
始
め
二
十
二
名
が
、
石
鎚
山
頂

上
社
午
後
五
時
の
夕
拝
神
事
に
間

に
合
う
よ
う
に
参
集
。

　

夕
拝
に
て
修
祓
を
受
け
、
皆
で

大
祓
詞
を
斉
唱
し
神
事
終
了
後
、

平
岡
常
務
総
代
よ
り
今
回
の
『
御

神
像
奉
持
習
礼
』
の
趣
旨
説
明
が

あ
り
、
沢
山
の
方
々
が
石
鎚
山
に

五
月
十
八
・
十
九
日

令
和
六
年
度　

第
十
二
回

『
御
神
像
奉
持
習
礼
』

　
　
　
　
　
　
　

  

（
頂
上
社
於
）

し
ゅ
ら
い

ま
す
関
係
者
各
位
に
感
謝
申

し
上
げ
報
告
と
致
し
ま
す
。

記　

出
仕　

瀧
澤
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川　

健
二
神
鏡
笏

　
　

森
井　

智
子
特
別
大
監
長

　
　

石
橋　

茂
樹
副
大
監
長

　
　

大
元　

圭
介
副
取
締

ヴ
ォ
・
ヴ
ァ
ン
・
タ
イ
ン
副
取
締

フ
ァ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ー
副
取
締

フ
ァ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ィ
ン

《
本
社
》

　
　

平
岡　
　

明
神
鏡
笏

   

大
岡　

忠
徳　

田
窪　

芳
弘

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

下
る
事
が
出
来
る
様
に
と
、
深
川

健
二
教
会
長
の
お
世
話
に
よ
り
、

参
加
者
全
員
の
協
力
の
お
蔭
で
五

十
個
の
足
場
の
金
具
を
取
付
け
る

こ
と
が
出
来
、
有
意
義
な
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
お
山
開
き
大
祭
で
の
参

加
は
勿
論
、
こ
の
体
験
を
生
か

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
先
達

と
し
て
組
合
の
中
心
と
な
り
多
く

の
信
徒
を
お
山
開
き
大
祭
へ
お
導

き
頂
き
ま
す
こ
と
を
念
願
し
、
参

加
者
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
て
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

（
追
伸
）

　

来
年
、
再
来
年
は
、
本
社
に
て

御
神
像
奉
持
習
礼
を
す
る
予
定
で

す
。
沢
山
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。禰宜　

大
岡　

記

参
加
者

《
中
予
崇
敬
組
合
》

　
　

宮
田　

尚
樹
元
老
顧
問

　
　

佐
伯　

隆
典
元
老

　
　

定
井　

暢
男
名
誉
部
長

　

去
る
、
五
月
十
八
日
（
土
）
・

十
九
日
（
日
）
頂
上
社
に
於
い
て

十
九
名
が
参
加
し
て
御
神
像
奉
持

の
習
礼
（
予
行
演
習
）
と
今
回

は
、
下
り
の
鎖
に
足
置
き
場
の
金

具
（
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
様
な

形
）
を
設
置
す
る
作
業
も
合
せ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
緑
が
輝
き
、
お
山
も
青
々
と

生
気
漲
る
十
八
日
先
ず
は
、
一
ノ

鎖
と
二
ノ
鎖
に
足
置
き
の
金
具
を

設
置
し
な
が
ら
、
平
岡
常
務
総
代

を
始
め
二
十
二
名
が
、
石
鎚
山
頂

上
社
午
後
五
時
の
夕
拝
神
事
に
間

に
合
う
よ
う
に
参
集
。

　

夕
拝
に
て
修
祓
を
受
け
、
皆
で

大
祓
詞
を
斉
唱
し
神
事
終
了
後
、

平
岡
常
務
総
代
よ
り
今
回
の
『
御

神
像
奉
持
習
礼
』
の
趣
旨
説
明
が

あ
り
、
沢
山
の
方
々
が
石
鎚
山
に

五
月
十
八
・
十
九
日

令
和
六
年
度　

第
十
二
回

『
御
神
像
奉
持
習
礼
』

　
　
　
　
　
　
　

  

（
頂
上
社
於
）

し
ゅ
ら
い

ま
す
関
係
者
各
位
に
感
謝
申

し
上
げ
報
告
と
致
し
ま
す
。

記　

出
仕　

瀧
澤
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恵
良
山
眞
事
教
会

　

創
立
七
十
五
周
年

　

奉
祝
大
祭
盛
大
に
斎
行
！

恵
良
山
眞
事
教
会

　

創
立
七
十
五
周
年

　

奉
祝
大
祭
盛
大
に
斎
行
！

　

柳
川
典
子
教
会
長
は
ご
両
親
で

あ
り
ま
す
髙
木
先
生
夫
妻
の
意
志

を
継
が
れ
平
成
二
十
一
年
よ
り
三

代
目
の
長
と
し
て
信
徒
を
導
い
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

祭
儀
で
は
馴
染
み
の
深
い
方
々

が
参
列
に
来
ら
れ
、
緊
張
感
高
ま

る
中
、
厳
粛
に
式
が
斎
行
さ
れ
、
直

会
で
は
、
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
に
寄
り

合
い
、
気
さ
く
で
明
る
く
温
か
い

心
根
を
持
た
れ
た
教
会
長
さ
ん
の

人
柄
と
同
じ
く
、
楽
し
く
活
気
あ

る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

今
後
も
教
会
に
関
わ
り
ま
す
皆

様
が
ご
健
勝
、
ご
多
幸
で
あ
り
ま

す
様
、
ま
た
、
大
神
様
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
、
神
の
御
心
と
人
の
思
い

が
繋
が
り
、
教
会
が
弥
益
々
に
栄

え
ら
れ
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

記　

高
岡

　

去
る
五
月
二
十
六
日
、
心
地
よ

い
春
風
の
吹
く
中
、
愛
媛
県
松
山

市
久
谷
町
に
鎮
座
い
た
し
ま
す
神

愛
教
会
に
於
き
ま
し
て
創
立
三
十

周
年
の
奉
祝
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
地
元
よ
り
塩
崎
彰
久
衆

議
院
議
員
・
厚
生
労
働
大
臣
政
務

官
（
秘
書
代
理
参
拝
）、
菊
池
伸
英

愛
媛
県
議
会
議
員
、
原
俊
司
松
山

市
議
会
議
員
を
始
め
中
予
崇
敬
組

合
管
内
関
係
者
、
ま
た
、
近
隣
の
信

徒
の
方
々
等
多
数
集
い
、
本
社
か

ら
は
十
亀
権
宮
司
、
高
岡
権
禰
宜

が
出
向
し
賑
や
か
に
祭
典
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
教
会
は
髙
木
明
先
生
、
オ
イ

シ
先
生
が
中
心
と
な
り
、
平
成
六

年
九
月
に
神
愛
遙
拝
所
と
し
て
開

所
さ
れ
、
平
成
十
三
年
五
月
に
神

愛
教
会
へ
と
昇
格
、
平
成
二
十
六

年
五
月
に
は
教
会
等
級
三
等
に
列

格
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

愛
媛
県

　

神
愛
教
会

　

  

三
十
周
年
大
祭
斎
行

　

五
月
晴
れ
の
素
晴
ら
し
い
陽
光

を
頂
き
、
若
葉
が
萌
え
る
霊
峰
石

鎚
山
を
遥
か
に
拝
み
な
が
ら
、
松

山
市
下
難
波
甲
に
御
鎮
座
致
し
ま

す
恵
良
山
眞
事
教
会
（
井
上
忠
史

教
会
長
）
が
創
立
七
十
五
周
年
の

慶
賀
を
迎
え
ま
し
た
。
地
元
の
参

拝
者
を
始
め
多
く
の
方
が
参
列

し
、
厳
粛
且
つ
盛
大
な
奉
祝
大
祭

が
、
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
に
於
き
ま
し
て
、
祭
員
皆

様
の
丁
寧
な
作
法
と
凛
と
し
た
所

作
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

ま
た
七
十
五
年
に
及
ぶ
教
会
の

歴
史
は
、
井
上
忠
史
教
会
長
の
祝

詞
に
て
、
初
代
教
会
長
篠
原
重
裕

先
生
が
、
昭
和
二
十
四
年
に
石
鎚

大
神
を
勧
請
し
、
翌
二
十
五
年
社

殿
を
改
築
し
、
昭
和
二
十
六
年
に

恵
良
山
頂
に
御
鎖
を
取
り
付
け
、

昭
和
三
十
七
年
に
教
会
社
殿
が
焼

失
す
る
も
信
徒
の
皆
様
の
御
浄
財

に
よ
り
昭
和
五
十
四
年
社
殿
を
新

築
し
御
神
像
を
遷
し
、
厳
粛
に
祭

典
を
齋
行
し
現
在
に
至
る
と
奏
上

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
七
十
五
年
間

も
神
事
が
途
絶
え
る
事
無
く
、
更

に
現
教
会
長
井
上
忠
史
先
生
が
大

切
に
守
ら
れ
、
信
徒
の
皆
様
方
と

の
間
に
信
頼
関
係
を
し
っ
か
り
と

築
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
実
情
を
鑑

み
ま
す
と
、
神
縁
・
人
縁
の
繋
が

り
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
常
日
頃
よ
り
大
神
様
へ
誠

心
を
尽
し
、
日
々
弛
む
こ
と
な
く

ご
奉
仕
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
井

上
忠
史
先
生
を
始
め
、
教
会
を
支

え
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
皆
様
方
、

ご
奉
仕
の
方
々
の
敬
神
崇
祖
の
篤

き
心
を
改
め
て
深
く
確
信
さ
せ
て

頂
き
、
盛
大
な
祭
典
も
終
始
恙
な

く
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
、
武
智
宮
司
よ
り

井
上
忠
史
教
会
長
の
功
績
を
称

え
、
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
先
達
昇
進
の
辞
令
も

発
令
さ
れ
、
常
日
頃
よ
り
教
会
に

ご
尽
力
さ
れ
る
皆
様
方
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
事
も
併
せ
て

お
伝
え
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
井
上
忠

史
教
会
長
を
扇
の
要
に
、
今
後
も

更
な
る
教
会
の
御
発
展
に
尽
力
な

さ
れ
、
恵
良
山
眞
事
教
会
を
支
え

ら
れ
る
方
々
が
石
鎚
大
神
様
の
御

神
意
に
添
い
、
今
ま
で
以
上
に
ご

健
康
で
、
日
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
皆
様
方
に
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

記　

山
﨑

感 

謝 

状

教 

会 

長

井
上　

忠
史　

権
少
教
正

信 

徒 

代 

表

篠
原　

幸
子　

副
監
長

辞
　
令

先 

達
最
高
功
労
章
金
笏

重
見　

幸
男　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　
　
　

大
教
正

有
功
神
鏡
笏

伊
藤　

佳
次　

元
老
大
顧
問

順
不
同
・
敬
称
略

井
上
忠
史　

教
会
長　

権
少
教
正

監
長

権
中
教
正

柳
川　

典
子　

教
会
長

感　

謝　

状　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　

柳
川　

典
子

　
　

大
久
保　

洋
子

　
　

沖
本　

雪
乃
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恵
良
山
眞
事
教
会

　

創
立
七
十
五
周
年

　

奉
祝
大
祭
盛
大
に
斎
行
！

恵
良
山
眞
事
教
会

　

創
立
七
十
五
周
年

　

奉
祝
大
祭
盛
大
に
斎
行
！

　

柳
川
典
子
教
会
長
は
ご
両
親
で

あ
り
ま
す
髙
木
先
生
夫
妻
の
意
志

を
継
が
れ
平
成
二
十
一
年
よ
り
三

代
目
の
長
と
し
て
信
徒
を
導
い
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

祭
儀
で
は
馴
染
み
の
深
い
方
々

が
参
列
に
来
ら
れ
、
緊
張
感
高
ま

る
中
、
厳
粛
に
式
が
斎
行
さ
れ
、
直

会
で
は
、
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
に
寄
り

合
い
、
気
さ
く
で
明
る
く
温
か
い

心
根
を
持
た
れ
た
教
会
長
さ
ん
の

人
柄
と
同
じ
く
、
楽
し
く
活
気
あ

る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

今
後
も
教
会
に
関
わ
り
ま
す
皆

様
が
ご
健
勝
、
ご
多
幸
で
あ
り
ま

す
様
、
ま
た
、
大
神
様
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
、
神
の
御
心
と
人
の
思
い

が
繋
が
り
、
教
会
が
弥
益
々
に
栄

え
ら
れ
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

記　

高
岡

　

去
る
五
月
二
十
六
日
、
心
地
よ

い
春
風
の
吹
く
中
、
愛
媛
県
松
山

市
久
谷
町
に
鎮
座
い
た
し
ま
す
神

愛
教
会
に
於
き
ま
し
て
創
立
三
十

周
年
の
奉
祝
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
地
元
よ
り
塩
崎
彰
久
衆

議
院
議
員
・
厚
生
労
働
大
臣
政
務

官
（
秘
書
代
理
参
拝
）、
菊
池
伸
英

愛
媛
県
議
会
議
員
、
原
俊
司
松
山

市
議
会
議
員
を
始
め
中
予
崇
敬
組

合
管
内
関
係
者
、
ま
た
、
近
隣
の
信

徒
の
方
々
等
多
数
集
い
、
本
社
か

ら
は
十
亀
権
宮
司
、
高
岡
権
禰
宜

が
出
向
し
賑
や
か
に
祭
典
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
教
会
は
髙
木
明
先
生
、
オ
イ

シ
先
生
が
中
心
と
な
り
、
平
成
六

年
九
月
に
神
愛
遙
拝
所
と
し
て
開

所
さ
れ
、
平
成
十
三
年
五
月
に
神

愛
教
会
へ
と
昇
格
、
平
成
二
十
六

年
五
月
に
は
教
会
等
級
三
等
に
列

格
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

愛
媛
県

　

神
愛
教
会

　
  

三
十
周
年
大
祭
斎
行

　

五
月
晴
れ
の
素
晴
ら
し
い
陽
光

を
頂
き
、
若
葉
が
萌
え
る
霊
峰
石

鎚
山
を
遥
か
に
拝
み
な
が
ら
、
松

山
市
下
難
波
甲
に
御
鎮
座
致
し
ま

す
恵
良
山
眞
事
教
会
（
井
上
忠
史

教
会
長
）
が
創
立
七
十
五
周
年
の

慶
賀
を
迎
え
ま
し
た
。
地
元
の
参

拝
者
を
始
め
多
く
の
方
が
参
列

し
、
厳
粛
且
つ
盛
大
な
奉
祝
大
祭

が
、
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
に
於
き
ま
し
て
、
祭
員
皆

様
の
丁
寧
な
作
法
と
凛
と
し
た
所

作
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

ま
た
七
十
五
年
に
及
ぶ
教
会
の

歴
史
は
、
井
上
忠
史
教
会
長
の
祝

詞
に
て
、
初
代
教
会
長
篠
原
重
裕

先
生
が
、
昭
和
二
十
四
年
に
石
鎚

大
神
を
勧
請
し
、
翌
二
十
五
年
社

殿
を
改
築
し
、
昭
和
二
十
六
年
に

恵
良
山
頂
に
御
鎖
を
取
り
付
け
、

昭
和
三
十
七
年
に
教
会
社
殿
が
焼

失
す
る
も
信
徒
の
皆
様
の
御
浄
財

に
よ
り
昭
和
五
十
四
年
社
殿
を
新

築
し
御
神
像
を
遷
し
、
厳
粛
に
祭

典
を
齋
行
し
現
在
に
至
る
と
奏
上

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
七
十
五
年
間

も
神
事
が
途
絶
え
る
事
無
く
、
更

に
現
教
会
長
井
上
忠
史
先
生
が
大

切
に
守
ら
れ
、
信
徒
の
皆
様
方
と

の
間
に
信
頼
関
係
を
し
っ
か
り
と

築
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
実
情
を
鑑

み
ま
す
と
、
神
縁
・
人
縁
の
繋
が

り
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
常
日
頃
よ
り
大
神
様
へ
誠

心
を
尽
し
、
日
々
弛
む
こ
と
な
く

ご
奉
仕
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
井

上
忠
史
先
生
を
始
め
、
教
会
を
支

え
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
皆
様
方
、

ご
奉
仕
の
方
々
の
敬
神
崇
祖
の
篤

き
心
を
改
め
て
深
く
確
信
さ
せ
て

頂
き
、
盛
大
な
祭
典
も
終
始
恙
な

く
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
、
武
智
宮
司
よ
り

井
上
忠
史
教
会
長
の
功
績
を
称

え
、
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
先
達
昇
進
の
辞
令
も

発
令
さ
れ
、
常
日
頃
よ
り
教
会
に

ご
尽
力
さ
れ
る
皆
様
方
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
事
も
併
せ
て

お
伝
え
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
井
上
忠

史
教
会
長
を
扇
の
要
に
、
今
後
も

更
な
る
教
会
の
御
発
展
に
尽
力
な

さ
れ
、
恵
良
山
眞
事
教
会
を
支
え

ら
れ
る
方
々
が
石
鎚
大
神
様
の
御

神
意
に
添
い
、
今
ま
で
以
上
に
ご

健
康
で
、
日
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
皆
様
方
に
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

記　

山
﨑

感 

謝 

状

教 

会 

長

井
上　

忠
史　

権
少
教
正

信 

徒 

代 

表

篠
原　

幸
子　

副
監
長

辞
　
令

先 

達
最
高
功
労
章
金
笏

重
見　

幸
男　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　
　
　

大
教
正

有
功
神
鏡
笏

伊
藤　

佳
次　

元
老
大
顧
問

順
不
同
・
敬
称
略

井
上
忠
史　

教
会
長　

権
少
教
正

監
長

権
中
教
正

柳
川　

典
子　

教
会
長

感　

謝　

状　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　

柳
川　

典
子

　
　

大
久
保　

洋
子

　
　

沖
本　

雪
乃
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そ
の
場
に
共
に
在
る
皆
様
が
、
感
謝

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
共
に
石
鎚
大

神
に
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
る
素
晴
ら

し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
の
後
に
は
、
御
神
像
拝

戴
神
事
が
斎
行
さ
れ
、
参
列
さ
れ
た

多
く
の
方
々
が
大
神
様
の
御
神
徳
を

戴
こ
う
と
長
い
列
を
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

直
会
に
て
は
、
神
前
に
掲
げ
ら
れ

た
言
葉
の
通
り
、「
神
様
と
共
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
」の
言
葉
を
体
現
し
、

皆
和
や
か
に
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

直
会
に
併
せ
て
、
愛
媛
県
無
形
文

化
財
で
あ
る
「
山
鳥
坂
神
楽
」
の
奉

納
も
賑
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
周
年

祭
斎
行
に
あ
た
り
事
前
の
習
礼
に
努

め
ら
れ
、
御
祭
儀
斎
行
前
の
確
認
に

も
余
念
な
く
、
誠
心
を
込
め
て
只
々

一
心
に
御
奉
仕
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

遥
拝
所
長
、
本
社
宮
司
共
に
、
遥

拝
所
創
立
四
十
五
周
年
、
ま
た
復
興

よ
り
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
し
目
出

度
き
祝
い
の
言
魂
と
、
此
よ
り
将
来

の
遥
拝
所
の
繁
栄
を
祈
る
祝
詞
を
奏

上
さ
れ
、
参
列
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

に
祈
り
を
込
め
た
玉
串
を
奉
奠
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

一
時
遥
拝
所
の
運
営
も
休
止
し
た

歴
史
の
中
で
、
再
び
嶽
山
遥
拝
所
の

　

愛
媛
県
大
洲
市
中
津
の
里
に
鎮
ま

り
ま
す
嶽
山
遥
拝
所
が
本
年
、
創
立

四
十
五
周
年
・
復
興
十
周
年
の
奉
祝

の
年
を
迎
え
ら
れ
、
令
和
六
年
五
月

二
十
六
日
を
吉
日
と
し
奉
祝
記
念
の

大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
社
よ
り
、
武
智
宮
司
管
長
を
始

め
、
権
禰
宜
勝
本
、
篠
塚
巫
女
、
岩

本
雇
員
、
沖
野
常
務
総
代
、
吉
田
名

誉
顧
問
が
出
向
し
、
共
に
御
祭
典
に

御
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
本
年
最
初
の
台
風
の
影
響

を
懸
念
す
る
予
報
の
中
で
、
澄
み
渡

る
晴
天
を
賜
り
、
前
日
よ
り
遥
拝
所

役
員
の
方
々
が
事
前
準
備
に
励
ま

れ
、
元
の
遥
拝
所
の
建
物
下
に
設
け

ら
れ
た
斎
場
は
整
え
ら
れ
た
御
神
前

は
元
よ
り
、
随
所
に
真
心
の
こ
も
っ

た
飾
り
付
け
が
あ
り
、
遥
拝
所
の
皆

様
方
の
も
て
な
し
の
心
が
表
れ
て
い

ま
し
た
。

　

斎
場
に
吹
き
抜
け
る
風
の
清
々
し

さ
と
、
頂
上
の
御
社
か
ら
の
悠
か
山

並
み
の
素
晴
ら
し
い
眺
め
に
心
清
め

ら
れ
、
御
奉
仕
さ
せ
て
頂
く
事
が
叶

い
ま
し
た
。

　

冨
永
清
光
遥
拝
所
長
を
始
め
遥
拝

所
祭
員
の
皆
様
は
、
此
度
の
奉
祝
大

祈
り
の
灯
火
を
灯
そ
う
と
、
冨
永

遥
拝
所
長
を
始
め
、
役
員
・
信
徒

の
皆
様
が
奮
起
し
、
心
一
つ
に
尽

力
さ
れ
、
そ
の
努
力
が
実
り
早
十

年
の
年
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

遥
拝
所
復
興
と
い
う
大
業
に
関

わ
っ
た
役
員
皆
様
方
は
元
よ
り
、

現
在
遥
拝
所
の
維
持
運
営
に
関
わ

る
方
々
、
ま
た
物
心
両
面
に
て
支

え
ら
れ
る
信
徒
の
方
々
か
ら
の
浄

財
に
依
っ
て
今
日
の
遥
拝
所
が
在

る
こ
と
を
、
遥
拝
所
長
謝
辞
の
中

で
仰
ら
れ
、
胸
に
去
来
す
る
想
い

と
共
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

の
大
祭
は
賑
々
し
く
麗
し
く
結
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

本
年
、
嶽
山
遥
拝
所
創
立
四
十
五

周
年
、
復
興
十
周
年
の
節
目
の
年
に

御
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
御
縁
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
此
よ

り
将
来
の
遥
拝
所
の
弥
益
々
の
繁

栄
、
ご
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
ご
隆

昌
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
つ
つ
御
報
告

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
感
謝
状
贈
呈
】

　

遥
拝
所
長　
　
　

冨
永　

清
光

　

食
う
チ
ャ
ン
食
堂

　
　
　
　
　
　
　
　

古
野　

光
子

　

嶽
山
遥
拝
所　
　

梶
川　

吉
彦

　
　

〃　
　
　
　
　

大
森　

廣
幸

　
　

〃　
　
　
　
　

河
野　

美
治

　
　

〃　
　
　
　
　

神
井
恵
一
郎

【
神
社
先
達
昇
進
】

　

特
選
部
長　
　
　

冨
永　

清
光

　

大
取
締　
　
　
　

寺
岡　

勝
信

　

大
取
締　
　
　
　

冨
永　

幸
男

【
本
教
教
師
昇
進
】

　

権
大
訓
導　
　
　

山
下　

光
幸

　

権
少
講
義　
　
　

中
岡　

博

　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

記　
　

権
禰
宜　

勝
本

獄
山
遥
拝
所
創
立
四
十
五
周
年

　

復
興
十
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
二
十
六
日

獄
山
遥
拝
所
創
立
四
十
五
周
年

　

復
興
十
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
二
十
六
日

特
選
部
長

権
大
講
義

冨
永
清
光　

遥
拝
所
長
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そ
の
場
に
共
に
在
る
皆
様
が
、
感
謝

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
共
に
石
鎚
大

神
に
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
る
素
晴
ら

し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
の
後
に
は
、
御
神
像
拝

戴
神
事
が
斎
行
さ
れ
、
参
列
さ
れ
た

多
く
の
方
々
が
大
神
様
の
御
神
徳
を

戴
こ
う
と
長
い
列
を
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

直
会
に
て
は
、
神
前
に
掲
げ
ら
れ

た
言
葉
の
通
り
、「
神
様
と
共
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
」の
言
葉
を
体
現
し
、

皆
和
や
か
に
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

直
会
に
併
せ
て
、
愛
媛
県
無
形
文

化
財
で
あ
る
「
山
鳥
坂
神
楽
」
の
奉

納
も
賑
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
周
年

祭
斎
行
に
あ
た
り
事
前
の
習
礼
に
努

め
ら
れ
、
御
祭
儀
斎
行
前
の
確
認
に

も
余
念
な
く
、
誠
心
を
込
め
て
只
々

一
心
に
御
奉
仕
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

遥
拝
所
長
、
本
社
宮
司
共
に
、
遥

拝
所
創
立
四
十
五
周
年
、
ま
た
復
興

よ
り
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
し
目
出

度
き
祝
い
の
言
魂
と
、
此
よ
り
将
来

の
遥
拝
所
の
繁
栄
を
祈
る
祝
詞
を
奏

上
さ
れ
、
参
列
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

に
祈
り
を
込
め
た
玉
串
を
奉
奠
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

一
時
遥
拝
所
の
運
営
も
休
止
し
た

歴
史
の
中
で
、
再
び
嶽
山
遥
拝
所
の

　

愛
媛
県
大
洲
市
中
津
の
里
に
鎮
ま

り
ま
す
嶽
山
遥
拝
所
が
本
年
、
創
立

四
十
五
周
年
・
復
興
十
周
年
の
奉
祝

の
年
を
迎
え
ら
れ
、
令
和
六
年
五
月

二
十
六
日
を
吉
日
と
し
奉
祝
記
念
の

大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
社
よ
り
、
武
智
宮
司
管
長
を
始

め
、
権
禰
宜
勝
本
、
篠
塚
巫
女
、
岩

本
雇
員
、
沖
野
常
務
総
代
、
吉
田
名

誉
顧
問
が
出
向
し
、
共
に
御
祭
典
に

御
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
本
年
最
初
の
台
風
の
影
響

を
懸
念
す
る
予
報
の
中
で
、
澄
み
渡

る
晴
天
を
賜
り
、
前
日
よ
り
遥
拝
所

役
員
の
方
々
が
事
前
準
備
に
励
ま

れ
、
元
の
遥
拝
所
の
建
物
下
に
設
け

ら
れ
た
斎
場
は
整
え
ら
れ
た
御
神
前

は
元
よ
り
、
随
所
に
真
心
の
こ
も
っ

た
飾
り
付
け
が
あ
り
、
遥
拝
所
の
皆

様
方
の
も
て
な
し
の
心
が
表
れ
て
い

ま
し
た
。

　

斎
場
に
吹
き
抜
け
る
風
の
清
々
し

さ
と
、
頂
上
の
御
社
か
ら
の
悠
か
山

並
み
の
素
晴
ら
し
い
眺
め
に
心
清
め

ら
れ
、
御
奉
仕
さ
せ
て
頂
く
事
が
叶

い
ま
し
た
。

　

冨
永
清
光
遥
拝
所
長
を
始
め
遥
拝

所
祭
員
の
皆
様
は
、
此
度
の
奉
祝
大

祈
り
の
灯
火
を
灯
そ
う
と
、
冨
永

遥
拝
所
長
を
始
め
、
役
員
・
信
徒

の
皆
様
が
奮
起
し
、
心
一
つ
に
尽

力
さ
れ
、
そ
の
努
力
が
実
り
早
十

年
の
年
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

遥
拝
所
復
興
と
い
う
大
業
に
関

わ
っ
た
役
員
皆
様
方
は
元
よ
り
、

現
在
遥
拝
所
の
維
持
運
営
に
関
わ

る
方
々
、
ま
た
物
心
両
面
に
て
支

え
ら
れ
る
信
徒
の
方
々
か
ら
の
浄

財
に
依
っ
て
今
日
の
遥
拝
所
が
在

る
こ
と
を
、
遥
拝
所
長
謝
辞
の
中

で
仰
ら
れ
、
胸
に
去
来
す
る
想
い

と
共
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

の
大
祭
は
賑
々
し
く
麗
し
く
結
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

本
年
、
嶽
山
遥
拝
所
創
立
四
十
五

周
年
、
復
興
十
周
年
の
節
目
の
年
に

御
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
御
縁
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
此
よ

り
将
来
の
遥
拝
所
の
弥
益
々
の
繁

栄
、
ご
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
ご
隆

昌
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
つ
つ
御
報
告

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
感
謝
状
贈
呈
】

　

遥
拝
所
長　
　
　

冨
永　

清
光

　

食
う
チ
ャ
ン
食
堂

　
　
　
　
　
　
　
　

古
野　

光
子

　

嶽
山
遥
拝
所　
　

梶
川　

吉
彦

　
　

〃　
　
　
　
　

大
森　

廣
幸

　
　

〃　
　
　
　
　

河
野　

美
治

　
　

〃　
　
　
　
　

神
井
恵
一
郎

【
神
社
先
達
昇
進
】

　

特
選
部
長　
　
　

冨
永　

清
光

　

大
取
締　
　
　
　

寺
岡　

勝
信

　

大
取
締　
　
　
　

冨
永　

幸
男

【
本
教
教
師
昇
進
】

　

権
大
訓
導　
　
　

山
下　

光
幸

　

権
少
講
義　
　
　

中
岡　

博

　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

記　
　

権
禰
宜　

勝
本

獄
山
遥
拝
所
創
立
四
十
五
周
年

　

復
興
十
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
二
十
六
日

獄
山
遥
拝
所
創
立
四
十
五
周
年

　

復
興
十
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
二
十
六
日

特
選
部
長

権
大
講
義

冨
永
清
光　

遥
拝
所
長
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第45回石鎚流太鼓打方講習会

〔
太
鼓
は
音
霊
〕

　

各
祭
典
で
石
鎚
流
開
式
太
鼓
、御

神
像
拝
戴
太
鼓
、
閉
式
太
鼓
、
石
鎚

流
太
鼓
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
ま
で
受
講
経
験
の
な
い
方
で

も
大
丈
夫
で
す
。志
あ
る
方
の
お
申

し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、実
際
に
祭
典
に
て
太
鼓
を
打

た
れ
て
い
る
方
も
、よ
り
一
層
の
技

術
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

左
記
日
時
に
て
執
り
行
い
ま
す

の
で
、数
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

〔
日　

時
〕

　

八
月
二
十
四
日（
土
）

午
前
八
時　

受
付

　

八
月
二
十
五
日（
日
）

正
午　
　
　

解
散

〔
駐
車
場
〕

第
１
駐
車
場
入
り
口
の
向
か
い

側
、緩
や
か
な
坂
を
登
っ
た
青
色
の

建
物
周
辺
へ
駐
車
下
さ
い
。

〔
持
参
品
〕

　
　
　

白
衣
・
白
袴
・
足
袋
・
笏
・

　
　
　

筆
記
用
具
・
洗
面
用
具
・

　
　
　

着
替
え
等

〔
参
加
資
格
〕

　
　
　

先
達
会
符
取
得
者

〔
受
講
料
〕　

一
万
円

- ８ -

・
前
泊
は
、
基
本
的
に
県
外
の
方

対
象
で
す
。

〔
申
込
締
切
日
〕

　
　
　
　

八
月
八
日（
木
）

◎
開
閉
式
太
鼓
・
御
開
帳
太
鼓

（
※
御
開
帳
太
鼓
は
開
閉
式
太
鼓
を

  

三
回
以
上
受
講
し
た
人
が
対
象
）

◎
二
日
目
に
は
太
鼓
打
ち
上
げ
奉
納
を

　

神
社
会
館
三
階
に
て
行
い
ま
す
。

◎
各
崇
敬
組
合
・
教
会
・
遙
拝
所
・
を

　

通
じ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

開
閉
式
太
鼓
と
は
…

祭
典
の
最
初
と
最
後
に
打
つ
太
鼓

御
開
帳
太
鼓
と
は
…

石
鎚
神
社
特
殊
神
事
で
あ
る
御
神

像
拝
戴
時
に
打
つ
太
鼓

音
霊
の
祈
り

音
霊
の
祈
り
（
令
和
六
年
）
第
四
十
六
回

石
鎚
流　

太
鼓
打
ち
方
講
習
会

　

全
行
程
徒
歩
に
て
巡
拝
可
能
な
方

を
募
集
、現
在
定
員
二
十
名
を
予
定
！

　

役
行
者
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
て
以
来
、

数
多
の
修
験
者
に
よ
っ
て
祈
り
を
捧
げ
ら

れ
て
き
た
三
十
六
王
子
社
巡
拝
行
。石
鎚

神
社
・
石
鎚
本
教
・
教
会
聯
合
会
で
は
、

石
鎚
山
三
十
六
王
子
社
の
顕
彰
事
業
と
し

て
、
巡
拝
と
祈
願
納
め
札
の
奉
納
を
行
い

ま
す
。左
記
要
領
（
三
泊
四
日
）
に
て
行
い

ま
す
。

《
令
和
六
年　

三
十
六
王
子
社
巡
拝
要
領
》

﹇
本
社
集
合
﹈　　

十
月
二
十
四
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
七
時

﹇
本
社
解
散
予
定
﹈

十
月
二
十
七
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
六
時

一
、会　
　

費

一
人　

金
三
万
五
千
円
也

一
、持
参
品　

洗
面
具
・
雨
衣
・
防
寒
具
・

　

簡
易
ア
イ
ゼ
ン
・
着
替
え
・
ラ
イ
ト
・

　

各
自
薬
・
そ
の
他
登
山
装
備

一
、申
込
期
限　
　

九
月
末
日

一
、定　
　

員　
　

二
十
名（
予
定
）

※
世
情
を
鑑
み
て
開
催
内
容
の
変
更
並
び

に
人
数
の
増
減
を
行
う
場
合
が
ご
ざ
い

　

ま
す
。ご
了
承
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、
教
会
遙
拝
所
所
属
の
方
は
、
各
所
属

　

の
長
を
通
し
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

※
個
人
で
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
知

　

り
合
い
の
当
石
鎚
の
教
会
・
遙
拝
所
の

　

長
の
紹
介
に
て
ご
参
加
下
さ
い
。

一
、
参
加
者
は
必
ず
、
二
組
以
上
の
「
祈

　

願
納
め
札
」
奉
納
の
お
世
話
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

※
簡
易
ア
イ
ゼ
ン
は
本
社
に
て
、
千
二
百

　

円
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

《
三
十
六
王
子
社
祈
願
納
め
札

奉
納
申
込
要
領
》

一
、
納
め
札
一
組
（
三
十
六
枚
）
金
五
千
円
也

◎
希
望
者
は
、
住
所
・
氏
名
を
申
し
込
み

　

用
紙
に
書
い
て
九
月
十
五
日
ま
で
に
お

　

申
し
出
下
さ
い
。

◎
申
込
書
が
届
き
次
第
貴
方
へ「
納
め
札
」

　

を
送
付
致
し
ま
す
（
送
先
は
世
話
人
一

括
か
各
人
宛
か
○
印
を
付
け
て
下
さ
い
）

の
で
、
各
々
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
と

　

祈
願
内
容
を
祈
願
さ
れ
る
方
が
ご
自
身

　

で
お
書
き
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し

　

ま
す
。

◎
記
入
済
み
の
「
納
め
札
」
は
十
月
十
日

　

必
着
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
本
社
宛
）

◎
お
申
し
込
み
は
、
一
人
で
何
組
で
も
結

　

構
で
す
が
、
連
名
の
場
合
一
組
二
名
以

　

内
で
す
。

◎
納
札
奉
納
祈
願
申
し
込
み
の
各
位
に
は
、

　

巡
拝
後「
三
十
六
王
子
社
守
」を
、
お
世

　

話
人
を
通
じ
、
あ
る
い
は
各
位
に
送
付
申

　

し
上
げ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ　

曽
我
部

T
E
L　

〇
八
九
七
（
五
五
）
四
〇
四
四

第
五
十
四
回　

霊
峰
石
鎚
山

  

三
十
六
王
子
社
巡
拝　

並
び
に
納
め
札
奉
納

（裏 　　・　　 表） 　（
　
納
　
め
　
札
　
）

　（
三
十
六
王
子
社
　
御
守
り
）

令
和
六
年
よ
り
デ
ザ
イ
ン
変
更

（縦　7cm　×　横　3cm）

　

五
月
二
十
八
日（
火
）、
東
予
崇
敬

組
合
協
議
員
会
が
美
馬
市
の
脇
町

遙
拝
所
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
社
出
向

　

武
智
宮
司

　

十
亀
権
禰
宜

　

平
岡
常
務
総
代

　

会
議
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
・
決

算
・
監
査
報
告
・
本
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
案
等
が
話
し
合
わ
れ
、

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、
本
年
度
の
お
山
開
き
大
祭

に
つ
い
て
は
、
一
日
の
御
神
像
棒
持

は
平
成
生
ま
れ
の
若
い
人
た
ち
を

集
め
て
ご
奉
仕
を
お
願
い
し
た
い
、

昨
年
の
登
山
切
符
の
名
簿
な
ど
を

活
用
し
本
年
も
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
案
内
を
送
る
な
ど
、
組
合
大

祭
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
下
旬
に
脇

町
遙
拝
所
に
て
行
う
こ
と
が
決
ま

り
、
地
方
祭
式
講
習
会
も
組
合
主
導

で
行
い
、
教
師
の
育
成
を
し
て
い
き

た
い
、
な
ど
の
前
向
き
な
意
見
が
交

換
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
役
員
の
任
期
に
つ
い

て
も
令
和
五
年
か
ら
四
年
間
、
新
監

事
・
新
協
議
員
も
加
わ
る
中
に
、
組

合
規
則
に
則
り
、
様
々
協
議
話
し
合

い
を
行
い
組
合
活
動
を
行
う
こ
と

が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
東
予
崇
敬
組
合
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
組
合
管
内
の
関
係
各

位
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
ご
報
告
と

致
し
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

十
亀

組
合
長　
　

藤
本
敏
男

　
　
　
　
　

元
老

　
　
　
　
　

少
教
正

令
和
六
年
度

東
予
崇
敬
組
合
協
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催

令
和
六
年
度

東
予
崇
敬
組
合
協
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
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第45回石鎚流太鼓打方講習会

〔
太
鼓
は
音
霊
〕

　

各
祭
典
で
石
鎚
流
開
式
太
鼓
、御

神
像
拝
戴
太
鼓
、
閉
式
太
鼓
、
石
鎚

流
太
鼓
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
ま
で
受
講
経
験
の
な
い
方
で

も
大
丈
夫
で
す
。志
あ
る
方
の
お
申

し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、実
際
に
祭
典
に
て
太
鼓
を
打

た
れ
て
い
る
方
も
、よ
り
一
層
の
技

術
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

左
記
日
時
に
て
執
り
行
い
ま
す

の
で
、数
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

〔
日　

時
〕

　

八
月
二
十
四
日（
土
）

午
前
八
時　

受
付

　

八
月
二
十
五
日（
日
）

正
午　
　
　

解
散

〔
駐
車
場
〕

第
１
駐
車
場
入
り
口
の
向
か
い

側
、緩
や
か
な
坂
を
登
っ
た
青
色
の

建
物
周
辺
へ
駐
車
下
さ
い
。

〔
持
参
品
〕

　
　
　

白
衣
・
白
袴
・
足
袋
・
笏
・

　
　
　

筆
記
用
具
・
洗
面
用
具
・

　
　
　

着
替
え
等

〔
参
加
資
格
〕

　
　
　

先
達
会
符
取
得
者

〔
受
講
料
〕　

一
万
円

- ８ -

・
前
泊
は
、
基
本
的
に
県
外
の
方

対
象
で
す
。

〔
申
込
締
切
日
〕

　
　
　
　

八
月
八
日（
木
）

◎
開
閉
式
太
鼓
・
御
開
帳
太
鼓

（
※
御
開
帳
太
鼓
は
開
閉
式
太
鼓
を

  

三
回
以
上
受
講
し
た
人
が
対
象
）

◎
二
日
目
に
は
太
鼓
打
ち
上
げ
奉
納
を

　

神
社
会
館
三
階
に
て
行
い
ま
す
。

◎
各
崇
敬
組
合
・
教
会
・
遙
拝
所
・
を

　

通
じ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

開
閉
式
太
鼓
と
は
…

祭
典
の
最
初
と
最
後
に
打
つ
太
鼓

御
開
帳
太
鼓
と
は
…

石
鎚
神
社
特
殊
神
事
で
あ
る
御
神

像
拝
戴
時
に
打
つ
太
鼓

音
霊
の
祈
り

音
霊
の
祈
り
（
令
和
六
年
）
第
四
十
六
回

石
鎚
流　

太
鼓
打
ち
方
講
習
会

　

全
行
程
徒
歩
に
て
巡
拝
可
能
な
方

を
募
集
、現
在
定
員
二
十
名
を
予
定
！

　

役
行
者
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
て
以
来
、

数
多
の
修
験
者
に
よ
っ
て
祈
り
を
捧
げ
ら

れ
て
き
た
三
十
六
王
子
社
巡
拝
行
。石
鎚

神
社
・
石
鎚
本
教
・
教
会
聯
合
会
で
は
、

石
鎚
山
三
十
六
王
子
社
の
顕
彰
事
業
と
し

て
、
巡
拝
と
祈
願
納
め
札
の
奉
納
を
行
い

ま
す
。左
記
要
領
（
三
泊
四
日
）
に
て
行
い

ま
す
。

《
令
和
六
年　

三
十
六
王
子
社
巡
拝
要
領
》

﹇
本
社
集
合
﹈　　

十
月
二
十
四
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
七
時

﹇
本
社
解
散
予
定
﹈

十
月
二
十
七
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
六
時

一
、会　
　

費

一
人　

金
三
万
五
千
円
也

一
、持
参
品　

洗
面
具
・
雨
衣
・
防
寒
具
・

　

簡
易
ア
イ
ゼ
ン
・
着
替
え
・
ラ
イ
ト
・

　

各
自
薬
・
そ
の
他
登
山
装
備

一
、申
込
期
限　
　

九
月
末
日

一
、定　
　

員　
　

二
十
名（
予
定
）

※
世
情
を
鑑
み
て
開
催
内
容
の
変
更
並
び

に
人
数
の
増
減
を
行
う
場
合
が
ご
ざ
い

　

ま
す
。ご
了
承
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、
教
会
遙
拝
所
所
属
の
方
は
、
各
所
属

　

の
長
を
通
し
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

※
個
人
で
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
知

　

り
合
い
の
当
石
鎚
の
教
会
・
遙
拝
所
の

　

長
の
紹
介
に
て
ご
参
加
下
さ
い
。

一
、
参
加
者
は
必
ず
、
二
組
以
上
の
「
祈

　

願
納
め
札
」
奉
納
の
お
世
話
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

※
簡
易
ア
イ
ゼ
ン
は
本
社
に
て
、
千
二
百

　

円
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

《
三
十
六
王
子
社
祈
願
納
め
札

奉
納
申
込
要
領
》

一
、
納
め
札
一
組
（
三
十
六
枚
）
金
五
千
円
也

◎
希
望
者
は
、
住
所
・
氏
名
を
申
し
込
み

　

用
紙
に
書
い
て
九
月
十
五
日
ま
で
に
お

　

申
し
出
下
さ
い
。

◎
申
込
書
が
届
き
次
第
貴
方
へ「
納
め
札
」

　

を
送
付
致
し
ま
す
（
送
先
は
世
話
人
一

括
か
各
人
宛
か
○
印
を
付
け
て
下
さ
い
）

の
で
、
各
々
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
と

　

祈
願
内
容
を
祈
願
さ
れ
る
方
が
ご
自
身

　

で
お
書
き
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し

　

ま
す
。

◎
記
入
済
み
の
「
納
め
札
」
は
十
月
十
日

　

必
着
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
本
社
宛
）

◎
お
申
し
込
み
は
、
一
人
で
何
組
で
も
結

　

構
で
す
が
、
連
名
の
場
合
一
組
二
名
以

　

内
で
す
。

◎
納
札
奉
納
祈
願
申
し
込
み
の
各
位
に
は
、

　

巡
拝
後「
三
十
六
王
子
社
守
」を
、
お
世

　

話
人
を
通
じ
、
あ
る
い
は
各
位
に
送
付
申

　

し
上
げ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ　

曽
我
部

T
E
L　

〇
八
九
七
（
五
五
）
四
〇
四
四

第
五
十
四
回　

霊
峰
石
鎚
山

  

三
十
六
王
子
社
巡
拝　

並
び
に
納
め
札
奉
納

（裏 　　・　　 表） 　（
　
納
　
め
　
札
　
）

　（
三
十
六
王
子
社
　
御
守
り
）

令
和
六
年
よ
り
デ
ザ
イ
ン
変
更

（縦　7cm　×　横　3cm）

　

五
月
二
十
八
日（
火
）、
東
予
崇
敬

組
合
協
議
員
会
が
美
馬
市
の
脇
町

遙
拝
所
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
社
出
向

　

武
智
宮
司

　

十
亀
権
禰
宜

　

平
岡
常
務
総
代

　

会
議
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
・
決

算
・
監
査
報
告
・
本
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
案
等
が
話
し
合
わ
れ
、

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、
本
年
度
の
お
山
開
き
大
祭

に
つ
い
て
は
、
一
日
の
御
神
像
棒
持

は
平
成
生
ま
れ
の
若
い
人
た
ち
を

集
め
て
ご
奉
仕
を
お
願
い
し
た
い
、

昨
年
の
登
山
切
符
の
名
簿
な
ど
を

活
用
し
本
年
も
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
案
内
を
送
る
な
ど
、
組
合
大

祭
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
下
旬
に
脇

町
遙
拝
所
に
て
行
う
こ
と
が
決
ま

り
、
地
方
祭
式
講
習
会
も
組
合
主
導

で
行
い
、
教
師
の
育
成
を
し
て
い
き

た
い
、
な
ど
の
前
向
き
な
意
見
が
交

換
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
役
員
の
任
期
に
つ
い

て
も
令
和
五
年
か
ら
四
年
間
、
新
監

事
・
新
協
議
員
も
加
わ
る
中
に
、
組

合
規
則
に
則
り
、
様
々
協
議
話
し
合

い
を
行
い
組
合
活
動
を
行
う
こ
と

が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
東
予
崇
敬
組
合
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
組
合
管
内
の
関
係
各

位
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
ご
報
告
と

致
し
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

十
亀

組
合
長　
　

藤
本
敏
男

　
　
　
　
　

元
老

　
　
　
　
　

少
教
正

令
和
六
年
度

東
予
崇
敬
組
合
協
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催

令
和
六
年
度

東
予
崇
敬
組
合
協
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
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え
て
頂
き
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

や
、
泣
き
っ
ぷ
り
、
あ
ば
れ
っ

ぷ
り
を
採
点
、
横
綱
、
大
関
、

関
脇
、
小
結
等
の
順
位
を
表
彰

式
に
て
発
表
、
協
賛
頂
き
ま
し

た
お
米
等
の
景
品
を
受
け
取

り
、
参
加
頂
い
た
皆
様
の
笑
顔

の
絶
え
な
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
年
の
お
宮
で
文
化
祭
、
い

し
づ
ち
奉
納
泣
き
相
撲
は
泣
き

相
撲
実
行
委
員
会
の
皆
様
、
協

賛
頂
き
ま
し
た
各
社
様
、
ご
協

　

去
る
五
月
六
日
、
石
鎚
神
社

本
社
本
殿
前
に
て
「
第
十
回
お

宮
で
文
化
祭
」
並
び
に
「
第
四

回
い
し
づ
ち
奉
納
泣
き
相
撲
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
、
い
し
づ
ち
奉
納
泣
き

相
撲
は
昔
か
ら
「
泣
く
子
は
育

つ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
赤

ち
ゃ
ん
は
「
泣
く
事
」
で
心
肺

機
能
が
発
達
し
、
体
が
元
気
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
赤

ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
は
邪
気
を
祓

い
、
幸
せ
を
招
く
と
も
言
わ

れ
、
若
竹
の
如
く
ス
ク
ス
ク
と

成
長
で
き
る
よ
う
に
家
族
そ

ろ
っ
て
石
鎚
大
神
様
の
大
前
で

お
祓
い
を
受
け
、
力
士
に
抱
っ

こ
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
無
病
息

災
を
祈
念
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
は
西
予
市
出
身
の
片
男

波
親
方
、
片
男
波
部
屋
よ
り
前

頭
九
枚
目
玉
鷲
関
、
十
両
九
枚

目
玉
正
鳳
関
に
お
越
し
頂
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
生
後
六
ヶ
月
か
ら
二

歳
ま
で
の
約
百
十
名
の
豆
力
士

と
ご
両
親
含
め
約
七
百
名
の
方

が
訪
れ
、
午
前
、
午
後
に
別

れ
、
本
殿
で
祈
祷
、
そ
の
後
本

殿
向
拝
に
作
ら
れ
た
土
俵
に
て

お
相
撲
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
、

大
き
な
泣
き
声
を
境
内
に
響
か

せ
ま
し
た
。
南
海
放
送
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
藤
田
晴
彦
さ
ん
の
司
会

に
て
暴
れ
泣
き
や
泣
き
落
と
し

等
の
決
ま
り
手
を
告
げ
、
特
別

審
査
員
の
片
男
波
親
方
が
時
々

物
言
い
な
ど
和
気
藹
々
と
し
た

雰
囲
気
で
進
行
、
参
加
し
た
豆

力
士
達
は
事
前
に
四
股
名
を
考

第
十
回　

お
宮
で
文
化
祭　

並
び
に

　
　
　

第
四
回
い
し
づ
ち
奉
納
泣
き
相
撲　

盛
大
に
開
催

力
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
の
お
陰

を
持
ち
ま
し
て
無
事
滞
り
な
く

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

来
年
も
「
第
十
一
回
お
宮
で

文
化
祭
」
「
第
五
回
い
し
づ
ち

奉
納
泣
き
相
撲
」
を
開
催
の
予

定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
豆
力
士

の
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ご

報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

◇
石
鎚
本
教
宗
教
法
人
教
会
各
位

　
　

令
和
五
年
度　

所
轄
庁
提
出
書
類

　
　
　
　
　
　
　
　

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

七
月
一
日
よ
り
九
月
三
十
日
迄
に
作
成
し
、

十
月
三
十
一
日
迄
に
提
出
と
な
り
ま
す
。

　

例
年
、
ご
案
内
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
所
轄
庁
（
都
道
府
県
）
へ

の
書
類
提
出
が
間
近
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
該
当
教
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
提
出
準
備
進
行
中
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
一
度
記
入
提
出
要
項
を
左
記
に
よ
り
ご
案
内
申
し
上
げ
、
再
度
確

認
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
書
類
作
成
期
間
及
び
所
轄
庁
へ
の
書
類
提
出
期
限

◎
石
鎚
本
教
の
包
括
教
会
は
規
則
上
す
べ
て
、
七
月
一
日
に
会
計
年

度
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
六
月
三
十
日
終
了
と
な
り
ま
す
。
書
類
は
会

計
年
度
終
了
後
三
ヶ
月
以
内
に
作
成
し
、
四
ヶ
月
以
内
に
提
出
の
為

◇
書
類
は
一
度
本
社
に
ご
送
付
い
た
だ
き
、
確
認
後
返
送
い
た
し
ま

　

す
。
確
認
の
時
間
な
ど
を
考
慮
し
ま
す
と
九
月
末
頃
に
は
ご
送
付

　

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
送
付
い
た
だ
き
ま
し
た
書
類
は
本
社
の
方
で
と
り
ま
と
め
、
各
都

　

道
府
県
の
担
当
課
へ
転
送
い
た
し
ま
す
。

◆
記
入
上
の
注
意
◆

　
　

書
類
は
す
べ
て
複
写
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
紙
を
使

　

用
し
て
記
入
す
れ
ば
同
時
に
教
会
の
控
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

　

て
い
ま
す
。
記
入
で
き
ま
し
た
ら
切
り
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
お
送

　

り
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。
尚
、
記
入
は
一
冊
の
み
で
す
。
残

　

り
は
次
年
度
用
に
保
存
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
提
出
書
類
送
付
先
）

　
　
　
　
　
　
　

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　

石　

鎚　

本　

教　

宗　

教　

局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部　

洋
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

F
A
X
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
七
二
四
二

尚
、
提
出
書
類
の
不
足
に
よ
り
書
式
が
必
要
な
方
は
本
教
宗
教
局

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
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え
て
頂
き
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

や
、
泣
き
っ
ぷ
り
、
あ
ば
れ
っ

ぷ
り
を
採
点
、
横
綱
、
大
関
、

関
脇
、
小
結
等
の
順
位
を
表
彰

式
に
て
発
表
、
協
賛
頂
き
ま
し

た
お
米
等
の
景
品
を
受
け
取

り
、
参
加
頂
い
た
皆
様
の
笑
顔

の
絶
え
な
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
年
の
お
宮
で
文
化
祭
、
い

し
づ
ち
奉
納
泣
き
相
撲
は
泣
き

相
撲
実
行
委
員
会
の
皆
様
、
協

賛
頂
き
ま
し
た
各
社
様
、
ご
協

　

去
る
五
月
六
日
、
石
鎚
神
社

本
社
本
殿
前
に
て
「
第
十
回
お

宮
で
文
化
祭
」
並
び
に
「
第
四

回
い
し
づ
ち
奉
納
泣
き
相
撲
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
、
い
し
づ
ち
奉
納
泣
き

相
撲
は
昔
か
ら
「
泣
く
子
は
育

つ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
赤

ち
ゃ
ん
は
「
泣
く
事
」
で
心
肺

機
能
が
発
達
し
、
体
が
元
気
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
赤

ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
は
邪
気
を
祓

い
、
幸
せ
を
招
く
と
も
言
わ

れ
、
若
竹
の
如
く
ス
ク
ス
ク
と

成
長
で
き
る
よ
う
に
家
族
そ

ろ
っ
て
石
鎚
大
神
様
の
大
前
で

お
祓
い
を
受
け
、
力
士
に
抱
っ

こ
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
無
病
息

災
を
祈
念
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
は
西
予
市
出
身
の
片
男

波
親
方
、
片
男
波
部
屋
よ
り
前

頭
九
枚
目
玉
鷲
関
、
十
両
九
枚

目
玉
正
鳳
関
に
お
越
し
頂
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
生
後
六
ヶ
月
か
ら
二

歳
ま
で
の
約
百
十
名
の
豆
力
士

と
ご
両
親
含
め
約
七
百
名
の
方

が
訪
れ
、
午
前
、
午
後
に
別

れ
、
本
殿
で
祈
祷
、
そ
の
後
本

殿
向
拝
に
作
ら
れ
た
土
俵
に
て

お
相
撲
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
、

大
き
な
泣
き
声
を
境
内
に
響
か

せ
ま
し
た
。
南
海
放
送
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
藤
田
晴
彦
さ
ん
の
司
会

に
て
暴
れ
泣
き
や
泣
き
落
と
し

等
の
決
ま
り
手
を
告
げ
、
特
別

審
査
員
の
片
男
波
親
方
が
時
々

物
言
い
な
ど
和
気
藹
々
と
し
た

雰
囲
気
で
進
行
、
参
加
し
た
豆

力
士
達
は
事
前
に
四
股
名
を
考

第
十
回　

お
宮
で
文
化
祭　

並
び
に

　
　
　

第
四
回
い
し
づ
ち
奉
納
泣
き
相
撲　

盛
大
に
開
催

力
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
の
お
陰

を
持
ち
ま
し
て
無
事
滞
り
な
く

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

来
年
も
「
第
十
一
回
お
宮
で

文
化
祭
」
「
第
五
回
い
し
づ
ち

奉
納
泣
き
相
撲
」
を
開
催
の
予

定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
豆
力
士

の
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ご

報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

◇
石
鎚
本
教
宗
教
法
人
教
会
各
位

　
　

令
和
五
年
度　

所
轄
庁
提
出
書
類

　
　
　
　
　
　
　
　

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

七
月
一
日
よ
り
九
月
三
十
日
迄
に
作
成
し
、

十
月
三
十
一
日
迄
に
提
出
と
な
り
ま
す
。

　

例
年
、
ご
案
内
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
所
轄
庁
（
都
道
府
県
）
へ

の
書
類
提
出
が
間
近
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
該
当
教
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
提
出
準
備
進
行
中
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
一
度
記
入
提
出
要
項
を
左
記
に
よ
り
ご
案
内
申
し
上
げ
、
再
度
確

認
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
書
類
作
成
期
間
及
び
所
轄
庁
へ
の
書
類
提
出
期
限

◎
石
鎚
本
教
の
包
括
教
会
は
規
則
上
す
べ
て
、
七
月
一
日
に
会
計
年

度
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
六
月
三
十
日
終
了
と
な
り
ま
す
。
書
類
は
会

計
年
度
終
了
後
三
ヶ
月
以
内
に
作
成
し
、
四
ヶ
月
以
内
に
提
出
の
為

◇
書
類
は
一
度
本
社
に
ご
送
付
い
た
だ
き
、
確
認
後
返
送
い
た
し
ま

　

す
。
確
認
の
時
間
な
ど
を
考
慮
し
ま
す
と
九
月
末
頃
に
は
ご
送
付

　

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
送
付
い
た
だ
き
ま
し
た
書
類
は
本
社
の
方
で
と
り
ま
と
め
、
各
都

　

道
府
県
の
担
当
課
へ
転
送
い
た
し
ま
す
。

◆
記
入
上
の
注
意
◆

　
　

書
類
は
す
べ
て
複
写
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
紙
を
使

　

用
し
て
記
入
す
れ
ば
同
時
に
教
会
の
控
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

　

て
い
ま
す
。
記
入
で
き
ま
し
た
ら
切
り
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
お
送

　

り
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。
尚
、
記
入
は
一
冊
の
み
で
す
。
残

　

り
は
次
年
度
用
に
保
存
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
提
出
書
類
送
付
先
）

　
　
　
　
　
　
　

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　

石　

鎚　

本　

教　

宗　

教　

局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部　

洋
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

F
A
X
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
七
二
四
二

尚
、
提
出
書
類
の
不
足
に
よ
り
書
式
が
必
要
な
方
は
本
教
宗
教
局

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
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・
日
時　

八
月
八
日
（
木
）
午
前
十
一
時

　
　
　
　

祈
願
木
お
焚
き
上
げ

　
　
　
　

大
祓
詞
・
般
若
心
経　

奉
読

・
祈
願
木
は
成
就
社
・
本
社
に
て
一
本
三
百
円
に

　

て
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

例
大
祭
ご
参
列
の
方
に
、
八
大
龍
王
社
の
例
大
祭

当
日
の
み
の
御
神
札
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

盛
大
な
祭
典
と
な
り
ま
す
よ
う
、
多
く
の
方
の
ご

参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

出
仕

堀
川　

正
人

　

此
度
、
五
月
一
日
よ
り
石
鎚
神

社
に
出
仕
と
し
て
奉
職
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
月
ま
で
は
、
神
社
と
は
無
関
係

な
神
奈
川
県
で
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
仕
事
を
し

て
い
た
の
で
一
か
ら
常
識
や
知
識

を
勉
強
し
て
い
る
段
階
で
、
皆
様

に
御
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
石
鎚
神
社
の
皆
様

に
暖
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
事
に
、
本
当
に
感
謝
す
る

と
共
に
ご
期
待
に
添
え
る
べ
く
懸

命
に
奉
仕
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
入
職
員

退
職
職
員

巫
女

小
西
葉
留
華

　

こ
の
度
四
月
末
日
を
も
ち
ま

し
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
事

と
な
り
ま
し
た
。
三
年
間
の
奉

職
の
間
職
員
の
方
々
を
は
じ
め
、

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

石
鎚
神
社
で
は
数
多
く
の
ご

縁
と
礼
儀
、
作
法
ま
た
自
分
自

身
の
成
長
に
つ
な
が
る
ご
指
導

を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
で

学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
、
忘
れ
ず
一
日
を
大
切
に
生

活
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

石
鎚
大
神
様
の
前
で
ご
奉
仕

さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ぎ
り
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
石
鎚

神
社
の
御
発
展
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
退
職
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教
役
員

常
務
総
代
・
本
教
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　
　

明

　
　
　
　
　
　
　
　

湊　
　

照
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村　

信
一

　
　
　
　
　
　
　
　

沖
野　

和
義

　
　
　
　
　
　
　
　

田
窪　

一
善

高
橋　
　

亨

十
亀　

貴
文

氏
子
総
代
　
　
　

藤
原

   

拓

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

省
司

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

一

本
教
理
事
　
　
　

加
藤　

法
泰

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

嘉
孝

　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

將
史

監
査　
　
　
　
　
　

秋
山　

一
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

入
江　

伸
明

崇
敬
組
合
長
・
教
区
長

東
予　
　
　
　
　
　

藤
本　

敏
男

西
条
・
周
桑　
　
　

佐
伯　

義
明

今
治
・
越
智　
　
　

小
林　

敏
朗

中
予　
　
　
　
　
　

山
本
眞
理
子

上
浮
穴　
　
　
　
　

坪
内　
　

続

南
予　
　
　
　
　
　

山
内　

康
治

高
知　
　
　
　
　
　

出
原　

孝
文

安
芸　
　
　
　
　
　

三
吉　

真
司

東
洋
大
心　
　
　
　

石
田　

和
史

備
後　
　
　
　
　
　

西
原　

善
久

山
口　
　
　
　
　
　

加
藤　

法
泰

福
岡　
　
　
　
　
　

梶
原　

倫
子

大
分　
　
　
　
　
　

田
島　

大
悟

名
誉
顧
問　
　
　
　

松
岡　

   

功

　
　
　
　
　
　
　
　

浦
松　

大
八

川
西　

久
美

中
西　

幸
男

𠮷
田　
　

宏

伊
藤　

光
貞

神
社
・
本
教　

参
与　

下
川　

栄
市

澁
谷　

正
俊

渡
邊　

博
毅

眞
木　

高
年

岡
本　

行
成

菅　

三
十
四

重
見　

幸
男

西
原　

和
男

永
井　
　

久

岡
中　
　

功

梶
川　

吉
彦

坂
本　
　

登

岡
本　
　

昇

河
村　

英
樹

村
井　

宗
幸

安
岡
桂
一
郎

江
藤　

秀
人

木
村　
　

稔

平
松　

史
朗

浦
松　
　

傳

宮
司
推
薦
総
代
・
本
教
評
議
員　
　

榎
並　

好
美

日
高　

智
美

水
口　
　

泉

澁
谷　

俊
英

横
林　
　

誠

浦
松　

強
八

平
松　
　

剛

（
西
田
自
治
会
長
）　

岩
本　

廣
志

石
鎚
本
教
評
議
員　
　
　
　
　
　
　

入
江　

伸
明　
　
　

田
窪　

一
善

羽
藤　

繁
雄　
　
　

黒
瀬　

貴
久

坪
内　
　

続　
　
　

秋
山　

一
幸

　

沖
野　

和
義　
　

岡
村　

信
一

横
田　

一
德　
　

安
岡
桂
一
郎

山
中　

將
史　
　

森　
　

文
成

三
吉　

真
司　
　

江
藤　

秀
人

川
西　

久
美　
　

田
邊　

和
彦

加
藤　

法
泰　
　

中
西　

幸
男

西
田　

幸
子　
　

佐
伯　

良
子

加
藤　

保
彦　
　

越
智　

節
子

湊　

喜
美
子　
　

木
村　
　

稔

井
上　

忠
史　
　

越
智　

汀
祐

深
川　

健
二　
　

勝
本　

房
利

　

山
田　

春
治　
　
　
　
　
　
　

石
鎚
本
教　

教
会
聯
合
会　
　
　

会　

長　

佐
伯　

良
子

　
　
　
　

副
会
長　

湊　

喜
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　

江
藤　

秀
人

　
　
　
　
　
　
　
　

深
川　

健
二

豊
友
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

会　

長　

勝
本　

房
利

　
　
　
　

副
会
長　

三
吉　

真
司

　
　
　
　
　
　
　
　

田
邊　

和
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

川
ノ
上
一
博

敬
神
婦
人
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

会　

長　

岡
本
加
代
子

　
　
　
　

副
会
長　

江
藤
ま
す
子

　
　
　
　
　
　
　
　

平
松　

京
子

　
　
　
　
　
　
　
　

島
本　

貴
代

青
年
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　

長　

宇
佐
つ
ぐ
む

副
会
長　

寺
川　
　

卓

　
　
　
　

日
野　

太
陽

令
和
六
年
七
月
一
日
現
在

　
　
　
　
　

順
不
同
敬
称
略

暑
中
お
見
舞
い

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　本
社
・
本
教　

職
員
一
同

　
　名
誉
宮
司
・
名
誉
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　

十
亀　

興
美

宮
司
・
管
長　
　
　

武
智　

正
人

権
宮
司
・
宗
務
局
長  

十
亀　

博
行

禰
宜
・
宗
務
局
次
長  

佐
々
木
規
人

禰
宜　
　
　
　
　
　

大
岡　

忠
徳

筆
頭
権
禰
宜　
　
　

十
亀　

雅
史

土
小
屋
遙
拝
殿
主
任  

高
岡　
　

健

　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

浩
司

成
就
社
主
任　
　
　

玉
井　

安
胤

権
禰
宜　
　
　
　
　

曽
我
部
洋
輔

　
　
　
　
　
　
　
　

勝
本　

貴
大

　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

明
路

　
　
　
　
　
　
　
　

田
窪　

芳
弘

出
仕　
　
　
　
　
　

瀧
澤　
　

勝

　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川　

正
人

巫
女　
　
　
　
　
　

篠
塚
菜
乃
羽

会
計
長　
　
　
　
　

伊
藤　

正
彦

会
館
事
務
長　
　
　

荒
井　

健
文

会
館
・
山
荘
主
任　

人
見　

義
一

営
繕　
　
　
　
　
　

髙
橋　

政
憲

雇
員　
　
　
　
　
　

岩
本　

昌
美

　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　

直
子

　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　
　

恵

　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

泉
美

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

季
容

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

綾
奈

会
館
・
山
荘　
　
　

渡
部　

由
香

　
　
　
　
　
　
　
　

松
木　

妙
子

　
　
　
　
　
　
　
　

片
川　

真
宏

　
　
　
　
　
　
　
　

宝
利　

竜
也

成
就
社　

八
大
龍
王
社
例
大
祭　

ご
案
内

成
就
社　

八
大
龍
王
社
例
大
祭　

ご
案
内
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-１２--１３-

・
日
時　

八
月
八
日
（
木
）
午
前
十
一
時

　
　
　
　

祈
願
木
お
焚
き
上
げ

　
　
　
　

大
祓
詞
・
般
若
心
経　

奉
読

・
祈
願
木
は
成
就
社
・
本
社
に
て
一
本
三
百
円
に

　

て
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

例
大
祭
ご
参
列
の
方
に
、
八
大
龍
王
社
の
例
大
祭

当
日
の
み
の
御
神
札
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

盛
大
な
祭
典
と
な
り
ま
す
よ
う
、
多
く
の
方
の
ご

参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

出
仕

堀
川　

正
人

　

此
度
、
五
月
一
日
よ
り
石
鎚
神

社
に
出
仕
と
し
て
奉
職
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
月
ま
で
は
、
神
社
と
は
無
関
係

な
神
奈
川
県
で
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
仕
事
を
し

て
い
た
の
で
一
か
ら
常
識
や
知
識

を
勉
強
し
て
い
る
段
階
で
、
皆
様

に
御
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
石
鎚
神
社
の
皆
様

に
暖
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
事
に
、
本
当
に
感
謝
す
る

と
共
に
ご
期
待
に
添
え
る
べ
く
懸

命
に
奉
仕
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
入
職
員

退
職
職
員

巫
女

小
西
葉
留
華

　

こ
の
度
四
月
末
日
を
も
ち
ま

し
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
事

と
な
り
ま
し
た
。
三
年
間
の
奉

職
の
間
職
員
の
方
々
を
は
じ
め
、

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

石
鎚
神
社
で
は
数
多
く
の
ご

縁
と
礼
儀
、
作
法
ま
た
自
分
自

身
の
成
長
に
つ
な
が
る
ご
指
導

を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
で

学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
、
忘
れ
ず
一
日
を
大
切
に
生

活
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

石
鎚
大
神
様
の
前
で
ご
奉
仕

さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ぎ
り
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
石
鎚

神
社
の
御
発
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『石鎚山環境保全応援団』
　加入（ご寄付）のお願い

22%

6%

18%28%

26%

清掃・設備点検費

普及広報費

登山道整備費

修繕積立費

その他（備品購入など）

維持管理費用の構成比 もし維持管理費がなくなると…？

【石鎚山クリーンアップ協議会　事務局】
〇 西条市役所 観光振興課 ＴＥＬ：０８９７－５２－１６９０
〇 久万高原町役場 まちづくり戦略課 ＴＥＬ：０８９２－２１－１１１１
〇 愛媛県庁 自然保護課 ＴＥＬ：０８９－９１２－２３６６

『石鎚山環境保全応援団』の申込（寄付）は、

（年間）１口３万円（企業・団体） １口１万円（個人）
から募集しています。
お申込みは下記事務局へ連絡いただくか、右のＱＲコードからお申込みください。
※加入者にはトイレクーポン（12枚綴り）を返礼いたします

みなさまのご協力を、
心よりお願い申し上げます

■石鎚山クリーンアップ協議会
　令和６年度予算案参照

※トイレ施設の壁面塗替、汚泥汲取りなど

適切な管理・修繕には、
年間５００万円以上の
維持管理費が必要です 壁面の劣化やカビ

登山道が朽ち、
通行不能に

石鎚山が快適に登山できるのは、みなさまのご協力のおかげです

（トイレ施設の壁面を塗替） （登山道を修繕）

そのうち、協力金や寄付金が
７割を占めています！

石鎚山二の鎖下「石鎚山公衆トイレ休憩所」の維持管理や、石鎚登山道（土小屋ルート）の修繕は、
３つの収入によって適切に実施しています。

〇市町村の負担金
〇トイレ利用協力金（トイレチップ）
〇企業・団体や個人からの寄付金

寄付金は年々減少傾向にあり、もし維持管理費が
なくなると以下のような問題が発生します。

〇壁面の塗替ができず、色落ち、カビが発生する

〇清掃回数が減り、ゴミや汚れが散乱する

〇トイレの劣化が加速し、使用禁止箇所が増える

〇登山道の修繕ができず、閉鎖される可能性も…

（申込フォームへ）

石鎚山環境保全応援団（五十音順）
石鎚山公衆トイレ休憩所（石鎚山二の鎖下）は、
市町負担金、利用協力金のほか、「石鎚山環境保全応援団」
への参画（寄付）によって維持管理がされています。

【令和５年度石鎚山環境保全応援団（五十音順））】

●石鎚山系レクリエーションの森保護
　管理協議会
●いしづち森林組合
●石鎚登山ロープウェイ株式会社
●井関農機株式会社
●一般社団法人久万高原町観光協会
●一般社団法人西条市観光物産協会
●伊予鉄バス株式会社
●宇和島自動車株式会社
●愛媛県山岳・スポーツクライミング連盟
●愛媛県森林組合連合会
●愛媛三段ブロック株式会社
●愛媛信用金庫
●愛媛建物株式会社
●面河渓を愛する会
●株式会社アイ・エヌ・エス
●株式会社井関松山製造所
●株式会社伊予銀行
●株式会社エイト日本技術開発四国支社
●株式会社愛媛銀行
●株式会社愛媛新聞旅行
●株式会社ダイキアクシス
●株式会社田窪工業所
●株式会社テレビ愛媛

●株式会社フジ
●株式会社富士造型
●株式会社プライサー
●株式会社程野商店
●株式会社松山バーク
●株式会社ヤングドライ新居浜
●株式会社米北測量設計事務所
●久万広域森林組合
●久万高原町商工会
●公益社団法人愛媛県浄化槽協会
●公益社団法人山のボランティア Network
●西条商工会議所
●四国通建株式会社
●宗教法人石鎚神社
●太陽石油株式会社
●大王製紙株式会社
●東予信用金庫
●熟田津山岳倶楽部
●伯方塩業株式会社
●萩野鉄店有限会社
●ヒーリングセオリー
●星企画株式会社
●有限会社アウトドアーズコンパス
●その他個人によるご寄付のみなさま

ご協力いただき、ありがとうございました。

【石鎚山環境保全応援団募集中】
石鎚山クリーンアップ協議会事務局では、石鎚山の自然環境保全に
賛同する企業・団体・個人を募集しています。
〈寄付（年間）…１口３万円（団体）、１口１万円（個人）〉
申込みは、事務局までお問合せください。

【お問合せ】
石鎚山クリーンアップ協議会　事務局
西条市観光振興課
久万高原町まちづくり戦略課
愛媛県自然保護課

（申込みはこちら）
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●株式会社エイト日本技術開発四国支社
●株式会社愛媛銀行
●株式会社愛媛新聞旅行
●株式会社ダイキアクシス
●株式会社田窪工業所
●株式会社テレビ愛媛

●株式会社フジ
●株式会社富士造型
●株式会社プライサー
●株式会社程野商店
●株式会社松山バーク
●株式会社ヤングドライ新居浜
●株式会社米北測量設計事務所
●久万広域森林組合
●久万高原町商工会
●公益社団法人愛媛県浄化槽協会
●公益社団法人山のボランティア Network
●西条商工会議所
●四国通建株式会社
●宗教法人石鎚神社
●太陽石油株式会社
●大王製紙株式会社
●東予信用金庫
●熟田津山岳倶楽部
●伯方塩業株式会社
●萩野鉄店有限会社
●ヒーリングセオリー
●星企画株式会社
●有限会社アウトドアーズコンパス
●その他個人によるご寄付のみなさま

ご協力いただき、ありがとうございました。

【石鎚山環境保全応援団募集中】
石鎚山クリーンアップ協議会事務局では、石鎚山の自然環境保全に
賛同する企業・団体・個人を募集しています。
〈寄付（年間）…１口３万円（団体）、１口１万円（個人）〉
申込みは、事務局までお問合せください。

【お問合せ】
石鎚山クリーンアップ協議会　事務局
西条市観光振興課
久万高原町まちづくり戦略課
愛媛県自然保護課

（申込みはこちら）
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※

令
和
６
年
度　

理
事
会
・
通
常

総
会　

開
催

【
日　

時
】 

５
月
13
日（
月
）

　
　
　
　

  

13
時
30
分
〜
16
時

【
場　

所
】
西
条
市
役
所
本
館
５

階
大
会
議
室

【
事
務
局
委
員
自
治
体
】
西
条
市

越
智
副
市
長
始
め
関
係
氏
、
上
浮

穴
郡
久
万
高
原
町
佐
藤
副
町
長

始
め
関
係
氏
、
高
知
県
吾
川
郡
い

の
町
水
田
副
町
長
始
め
関
係
氏
、

高
知
県
土
佐
郡
大
川
村
明
坂
副

村
長
始
め
関
係
氏

【
出
席
者
】
高
知
大
学
次
世
代
地

域
創
造
セ
ン
タ
ー
、（
一
社
）西
条

市
観
光
物
産
協
会
、（
一
社
）久
万

高
原
町
観
光
協
会
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）、（
一
社
）
い
の
町
観
光
協
会
、

西
条
商
工
会
議
所
、（
一
社
）仁
淀

ブ
ル
ー
観
光
協
議
会
、（
一
社
）大

川
村
ふ
る
さ
と
む
ら
公
社
、（
株
）

石
鎚
観
光
、
石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ（
株
）、
四
国
開
発
フ
ェ
リ
ー

（
株
）、NPO
法
人
西
条
自
然
学
校
、NPO

法
人
石
鎚
森
の
学
校
、
面
河
渓
を

愛
す
る
会
、
山
荘
し
ら
さ
、
西
条

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
実
行
委

員
会
、
高
知
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協

会

四
国
地
方
環
境
事
務
所
四
国
事
務

所
、
農
林
水
産
省
林
野
庁
四
国
森

林
管
理
局
愛
媛
森
林
管
理
署
、
ス

タ
ッ
フ
等
約
50
名

【
事
務
局
参
加
】
曽
我
部
英
司
理
事
、

十
亀
雅
史
事
務
局
長
、
岩
本
昌
美

事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

標
記
会
合
が
開
催
さ
れ
、
ま
ず

愛
媛
県
全
域
に
広
げ
た
協
議
会
設

立
に
つ
い
て
の
規
約（
案
）、
会
長
・

副
会
長
・
監
事
選
出
が
な
さ
れ
、

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。次

に
会
計
処
理
規
程
、
事
務
処
理
規

程
、
内
部
監
査
実
施
規
定
の
各
規

定
を
承
認
。そ
の
後
、
令
和
６
年
度

事
業
計
画（
案
）、
部
会
の
設
置
、
令

和
６
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
各
議
案
に
つ
い
て

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
法
人
は
「
人
材
育
成
・
普
及

啓
発
部
会
」
に
所
属
す
る
こ
と
に

な
り
、
植
生
被
害
や
シ
カ
痕
跡
等

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
構
築
、
人
材

育
成
、
地
域
に
お
け
る
生
物
多
様

性
保
全
活
動
の
推
進
に
係
る
啓
発

【
日　

時
】 

６
年
４
月
23
日（
火
）

　
　
　

 　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

【
場　

所
】
愛
媛
県
農
林
水
産
研
究

所　

花
き
研
究
指
導
室 

大
研
修
室

【
事
務
局
】 

愛
媛
県
自
然
保
護
課

【
参
加
会
員
】
愛
媛
県
自
然
保
護
課
、

県
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
、
県
総

合
科
学
博
物
館
、
松
山
市
、
今
治
市
、

宇
和
島
市
、
新
居
浜
市
、
西
条
市
、

四
国
中
央
市
、
東
温
市
、
久
万
高
原

町
、
松
野
町
、
鬼
北
町
、
愛
媛
大
学

社
会
共
創
学
部
、
加
計
学
園
岡
山

理
科
大
学
獣
医
学
部
、
愛
媛
植
物

研
究
会
、
NPO
法
人
西
条
自
然
学
校
、

NPO
法
人
石
鎚
森
の
学
校
、愛
媛
県
山

岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連

盟
、
面
河
渓
を
愛
す
る
会
、
え
ひ
め

森
の
案
内
人
会
、
愛
媛
県
勤
労
者

山
岳
連
盟
、
宇
摩
森
林
組
合
、
い
し

づ
ち
森
林
組
合
、
越
智
今
治
森
林

組
合
、
松
山
流
域
森
林
組
合
、
久
万

広
域
森
林
組
合
、
南
予
森
林
組
合
、

南
宇
和
森
林
組
合
、
環
境
省
中
国

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

等
を
担
当
し
ま
す
。そ
の
中
で
も
、

年
２
回
登
山
道
を
散
策
し
な
が
ら

動
植
物
の
観
察
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
植
生
被
害
に
つ
い
て
学
ぶ
エ

コ
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
事
業
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

令
和
６
年
度　

第
１
回
石
鎚

山
系
連
携
事
業
協
議
会

（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）、
議
案

第
５
号
の
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
審
議
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
事
務
局
よ
り
令

和
５
年
度
石
鎚
山
系
公
式W

EB

サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス
解
析
の
報
告
が

あ
り
、
最
後
に
民
間
参
加
メ
ン
バ

ー
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
聴
取
し

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
日　

時
】 

５
月
24
日（
金
）

　
　
　

 　

11
時
〜
12
時
20
分

　

理
事
会
・
ス
タ
ッ
フ
会

　
　
　

 　

13
時
〜
14
時
20
分

　

通
常
総
会

【
場　

所
】
石
鎚
神
社
社
務
所
2
階

会
議
室

【
出
席
者
】
理
事
会
・
ス
タ
ッ
フ
会

理
事
・
監
事
・
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

計
13
名
／
委
任
状
出
席
含
む

通
常
総
会　

武
智
理
事
長
、
西
海

副
理
事
長
始
め
正
会
員
51
／
59
名

委
任
状
出
席
含
む

　

恒
例
の
標
記
会
合
が
開
催
さ
れ
、

両
会
合
と
も
に
主
な
議
題
は
、
令

和
５
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
、
並
び
に
監
査
報
告
、
令

和
６
年
度
の
事
業
計
画
案
審
議

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
本
年
は
定

款
に
よ
る
任
期
満
了
、
役
員
改
選

の
年
と
な
っ
て
お
り
、
総
会
に
於

い
て
全
理
事
、
ま
た
監
事
の
重
任

が
可
決
。併
せ
て
理
事
の
互
選
会

に
於
い
て
は
、
武
智
理
事
長
と
西

海
副
理
事
長
の
正
副
理
事
長
の

重
任
も
確
定
し
総
会
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
事
業
活
動
に
つ
い
て

加
藤
理
事
よ
り
、
成
就
や
土
子
屋

地
域
に
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
飛
来

す
る
よ
う
に
フ
ジ
バ
カ
マ
・
ヒ

ヨ
ド
リ
バ
ナ
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
て
育
て
て
み
て
は
、
と
提
案

が
あ
り
、
長
い
ス
パ
ン
で
考
え
な

が
ら
各
所
と
相
談
し
つ
つ
事
務

局
で
検
討
を
進
め
る
方
針
と
な

り
、
曽
我
部
理
事
よ
り
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
駅
を
起
点
に
成
就
ま
で

ガ
イ
ド
す
る
シ
ス
テ
ム
を
旅
行

会
社
な
ど
と
検
討
し
て
は
ど
う

か
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
に
石
鎚

へ
来
て
い
た
だ
き
た
い
、
良
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
い
と
い
う
提
案

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

が
あ
り
、
議
案
第
１
号
と
し
て
一

般
会
計
に
お
け
る
令
和
５
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
（
監

査
報
告
）の
中
で
、
企
画
情
報
分
科

会
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
分
科
会
、
環
境

安
全
対
策
・
登
山
分
科
会
の
各
分

科
会
よ
り
事
業
報
告
。議
案
第
２

号
で
は
特
別
会
計
に
お
け
る
令
和

５
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

（
監
査
報
告
）
の
中
で
、
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
推
進
分
科
会

よ
り
事
業
報
告
。次
い
で
議
案
第

３
号
（
一
般
会
計
）
第
４
号
（
特
別

会
計
）
の
令
和
６
年
度
事
業
計
画

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
行
政
】
国
土
交

通
省
四
国
運
輸
局
観
光
部
観
光
企

画
課
、
環
境
省
四
国
事
務
所
国
立

公
園
課
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
林
野
庁

四
国
森
林
管
理
局
計
画
保
全
部
保

全
課
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
愛
媛
県
県

民
環
境
部
環
境
局
自
然
保
護
課

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
愛
媛
県
東
予
地

方
局
商
工
観
光
室
、
高
知
県
観
光

振
興
部
地
域
観
光
課
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
民
間
】（
株
）
伊

予
銀
行
地
域
創
生
部
以
上
関
係
ス

タ
ッ
フ
等
計
約
35
名

【
事
務
局
参
加
】
曽
我
部
英
司
理
事
、

十
亀
雅
史
事
務
局
長
、
岩
本
昌
美

事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

標
記
会
合
が
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。先
ず

本
年
持
ち
回
り
で
事
務
局
を
務
め

る
西
条
市
の
越
智
副
市
長
の
会
長

挨
拶
、
ま
た
メ
ン
バ
ー
各
氏
の
自

己
紹
介
に
始
ま
り
、
議
案
審
議
へ

と
入
り
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
令
和
６
年
度
以
降
の

協
議
会
費
（
一
般
会
計
）
の
取
扱
い

に
つ
い
て
と
し
て
、
繰
越
金
活
用

の
取
扱
い
、
今
後
の
事
業
構
成
及

び
負
担
金
支
出
に
つ
い
て
の
報
告

※

愛
媛
県
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
植
生

協
議
会　

設
立
総
会
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※

令
和
６
年
度　

理
事
会
・
通
常

総
会　

開
催

【
日　

時
】 

５
月
13
日（
月
）

　
　
　
　

  

13
時
30
分
〜
16
時

【
場　

所
】
西
条
市
役
所
本
館
５

階
大
会
議
室

【
事
務
局
委
員
自
治
体
】
西
条
市

越
智
副
市
長
始
め
関
係
氏
、
上
浮

穴
郡
久
万
高
原
町
佐
藤
副
町
長

始
め
関
係
氏
、
高
知
県
吾
川
郡
い

の
町
水
田
副
町
長
始
め
関
係
氏
、

高
知
県
土
佐
郡
大
川
村
明
坂
副

村
長
始
め
関
係
氏

【
出
席
者
】
高
知
大
学
次
世
代
地

域
創
造
セ
ン
タ
ー
、（
一
社
）西
条

市
観
光
物
産
協
会
、（
一
社
）久
万

高
原
町
観
光
協
会
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）、（
一
社
）
い
の
町
観
光
協
会
、

西
条
商
工
会
議
所
、（
一
社
）仁
淀

ブ
ル
ー
観
光
協
議
会
、（
一
社
）大

川
村
ふ
る
さ
と
む
ら
公
社
、（
株
）

石
鎚
観
光
、
石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ（
株
）、
四
国
開
発
フ
ェ
リ
ー

（
株
）、NPO
法
人
西
条
自
然
学
校
、NPO

法
人
石
鎚
森
の
学
校
、
面
河
渓
を

愛
す
る
会
、
山
荘
し
ら
さ
、
西
条

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
実
行
委

員
会
、
高
知
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協

会

四
国
地
方
環
境
事
務
所
四
国
事
務

所
、
農
林
水
産
省
林
野
庁
四
国
森

林
管
理
局
愛
媛
森
林
管
理
署
、
ス

タ
ッ
フ
等
約
50
名

【
事
務
局
参
加
】
曽
我
部
英
司
理
事
、

十
亀
雅
史
事
務
局
長
、
岩
本
昌
美

事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

標
記
会
合
が
開
催
さ
れ
、
ま
ず

愛
媛
県
全
域
に
広
げ
た
協
議
会
設

立
に
つ
い
て
の
規
約（
案
）、
会
長
・

副
会
長
・
監
事
選
出
が
な
さ
れ
、

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。次

に
会
計
処
理
規
程
、
事
務
処
理
規

程
、
内
部
監
査
実
施
規
定
の
各
規

定
を
承
認
。そ
の
後
、
令
和
６
年
度

事
業
計
画（
案
）、
部
会
の
設
置
、
令

和
６
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
各
議
案
に
つ
い
て

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
法
人
は
「
人
材
育
成
・
普
及

啓
発
部
会
」
に
所
属
す
る
こ
と
に

な
り
、
植
生
被
害
や
シ
カ
痕
跡
等

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
構
築
、
人
材

育
成
、
地
域
に
お
け
る
生
物
多
様

性
保
全
活
動
の
推
進
に
係
る
啓
発

【
日　

時
】 

６
年
４
月
23
日（
火
）

　
　
　

 　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

【
場　

所
】
愛
媛
県
農
林
水
産
研
究

所　

花
き
研
究
指
導
室 

大
研
修
室

【
事
務
局
】 

愛
媛
県
自
然
保
護
課

【
参
加
会
員
】
愛
媛
県
自
然
保
護
課
、

県
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
、
県
総

合
科
学
博
物
館
、
松
山
市
、
今
治
市
、

宇
和
島
市
、
新
居
浜
市
、
西
条
市
、

四
国
中
央
市
、
東
温
市
、
久
万
高
原

町
、
松
野
町
、
鬼
北
町
、
愛
媛
大
学

社
会
共
創
学
部
、
加
計
学
園
岡
山

理
科
大
学
獣
医
学
部
、
愛
媛
植
物

研
究
会
、
NPO
法
人
西
条
自
然
学
校
、

NPO
法
人
石
鎚
森
の
学
校
、愛
媛
県
山

岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連

盟
、
面
河
渓
を
愛
す
る
会
、
え
ひ
め

森
の
案
内
人
会
、
愛
媛
県
勤
労
者

山
岳
連
盟
、
宇
摩
森
林
組
合
、
い
し

づ
ち
森
林
組
合
、
越
智
今
治
森
林

組
合
、
松
山
流
域
森
林
組
合
、
久
万

広
域
森
林
組
合
、
南
予
森
林
組
合
、

南
宇
和
森
林
組
合
、
環
境
省
中
国

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

等
を
担
当
し
ま
す
。そ
の
中
で
も
、

年
２
回
登
山
道
を
散
策
し
な
が
ら

動
植
物
の
観
察
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
植
生
被
害
に
つ
い
て
学
ぶ
エ

コ
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
事
業
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

令
和
６
年
度　

第
１
回
石
鎚

山
系
連
携
事
業
協
議
会

（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）、
議
案

第
５
号
の
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
審
議
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
事
務
局
よ
り
令

和
５
年
度
石
鎚
山
系
公
式W

EB

サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス
解
析
の
報
告
が

あ
り
、
最
後
に
民
間
参
加
メ
ン
バ

ー
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
聴
取
し

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
日　

時
】 

５
月
24
日（
金
）

　
　
　

 　

11
時
〜
12
時
20
分

　

理
事
会
・
ス
タ
ッ
フ
会

　
　
　

 　

13
時
〜
14
時
20
分

　

通
常
総
会

【
場　

所
】
石
鎚
神
社
社
務
所
2
階

会
議
室

【
出
席
者
】
理
事
会
・
ス
タ
ッ
フ
会

理
事
・
監
事
・
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

計
13
名
／
委
任
状
出
席
含
む

通
常
総
会　

武
智
理
事
長
、
西
海

副
理
事
長
始
め
正
会
員
51
／
59
名

委
任
状
出
席
含
む

　

恒
例
の
標
記
会
合
が
開
催
さ
れ
、

両
会
合
と
も
に
主
な
議
題
は
、
令

和
５
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
、
並
び
に
監
査
報
告
、
令

和
６
年
度
の
事
業
計
画
案
審
議

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
本
年
は
定

款
に
よ
る
任
期
満
了
、
役
員
改
選

の
年
と
な
っ
て
お
り
、
総
会
に
於

い
て
全
理
事
、
ま
た
監
事
の
重
任

が
可
決
。併
せ
て
理
事
の
互
選
会

に
於
い
て
は
、
武
智
理
事
長
と
西

海
副
理
事
長
の
正
副
理
事
長
の

重
任
も
確
定
し
総
会
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
事
業
活
動
に
つ
い
て

加
藤
理
事
よ
り
、
成
就
や
土
子
屋

地
域
に
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
飛
来

す
る
よ
う
に
フ
ジ
バ
カ
マ
・
ヒ

ヨ
ド
リ
バ
ナ
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
て
育
て
て
み
て
は
、
と
提
案

が
あ
り
、
長
い
ス
パ
ン
で
考
え
な

が
ら
各
所
と
相
談
し
つ
つ
事
務

局
で
検
討
を
進
め
る
方
針
と
な

り
、
曽
我
部
理
事
よ
り
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
駅
を
起
点
に
成
就
ま
で

ガ
イ
ド
す
る
シ
ス
テ
ム
を
旅
行

会
社
な
ど
と
検
討
し
て
は
ど
う

か
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
に
石
鎚

へ
来
て
い
た
だ
き
た
い
、
良
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
い
と
い
う
提
案

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

が
あ
り
、
議
案
第
１
号
と
し
て
一

般
会
計
に
お
け
る
令
和
５
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
（
監

査
報
告
）の
中
で
、
企
画
情
報
分
科

会
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
分
科
会
、
環
境

安
全
対
策
・
登
山
分
科
会
の
各
分

科
会
よ
り
事
業
報
告
。議
案
第
２

号
で
は
特
別
会
計
に
お
け
る
令
和

５
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

（
監
査
報
告
）
の
中
で
、
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
推
進
分
科
会

よ
り
事
業
報
告
。次
い
で
議
案
第

３
号
（
一
般
会
計
）
第
４
号
（
特
別

会
計
）
の
令
和
６
年
度
事
業
計
画

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
行
政
】
国
土
交

通
省
四
国
運
輸
局
観
光
部
観
光
企

画
課
、
環
境
省
四
国
事
務
所
国
立

公
園
課
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
林
野
庁

四
国
森
林
管
理
局
計
画
保
全
部
保

全
課
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
愛
媛
県
県

民
環
境
部
環
境
局
自
然
保
護
課

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
愛
媛
県
東
予
地

方
局
商
工
観
光
室
、
高
知
県
観
光

振
興
部
地
域
観
光
課
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
民
間
】（
株
）
伊

予
銀
行
地
域
創
生
部
以
上
関
係
ス

タ
ッ
フ
等
計
約
35
名

【
事
務
局
参
加
】
曽
我
部
英
司
理
事
、

十
亀
雅
史
事
務
局
長
、
岩
本
昌
美

事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

標
記
会
合
が
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。先
ず

本
年
持
ち
回
り
で
事
務
局
を
務
め

る
西
条
市
の
越
智
副
市
長
の
会
長

挨
拶
、
ま
た
メ
ン
バ
ー
各
氏
の
自

己
紹
介
に
始
ま
り
、
議
案
審
議
へ

と
入
り
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
令
和
６
年
度
以
降
の

協
議
会
費
（
一
般
会
計
）
の
取
扱
い

に
つ
い
て
と
し
て
、
繰
越
金
活
用

の
取
扱
い
、
今
後
の
事
業
構
成
及

び
負
担
金
支
出
に
つ
い
て
の
報
告

※

愛
媛
県
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
植
生

協
議
会　

設
立
総
会
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石
鎚
山
二
の
鎖
元
「
石
鎚
山
公

衆
ト
イ
レ
休
憩
所
」
の
維
持
管
理

や
、
石
鎚
登
山
道
（
土
小
屋
ル
ー

ト
）
の
修
繕
は
、
３
つ
の
収
入
に

よ
っ
て
適
切
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

○
市
町
村
の
負
担
金

○
ト
イ
レ
利
用
協
力
金

　
（
ト
イ
レ
チ
ッ
プ
）

○
企
業
・
団
体
や
個
人
か
ら
の

　

寄
付
金

そ
の
う
ち
、
協
力
金
や
寄
付
金
が

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

維
持
管
理
費
が
無
く
な
る
と
、

○
壁
面
の
塗
替
が
で
き
ず
、
色
落

　

ち
、カ
ビ
が
発
生
す
る

○
清
掃
回
数
が
減
り
、
ゴ
ミ
や
汚

　

れ
が
散
乱
す
る

○
ト
イ
レ
の
劣
化
が
加
速
し
、
使

　

用
禁
止
箇
所
が
増
え
る

○
登
山
道
の
修
繕
が
で
き
ず
、
閉

　

鎖
さ
れ
る
可
能
性
も
・
・
・

　

石
鎚
山
環
境
保
全
応
援
団
に

加
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
国
四
国
松
山
支
店
、
四
国
旅
客

鉄
道
（
株
）
ワ
ー
プ
松
山
支
店
、

（
株
）
農
協
観
光
愛
媛
支
店
、

B-shop

、OCH
I

（
株
）、（
株
）フ
ジ

ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
（
株
）

U
m
ique

、（
株
）リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
、
愛
媛
県
観
光
国
際

化
、
東
予
地
方
局
総
務
県
民
課
、
中

予
地
方
局
商
工
観
光
課

【
新
規
会
員
】（
株
）あ
そ
ぼ
や

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】（
株
）旅tibi.info

【
開
催
事
務
局
】
愛
媛
県
石
鎚
山
系

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

（
愛
媛
県
自
然
保
護
課
内
）

【
役
員
等
】
会
長
／
愛
媛
県
県
民
環

境
部
山
内
重
宣
自
然
保
護
課
長
、

副
会
長
／
西
条
市
産
業
経
済
部
佐

竹
浩
観
光
振
興
課
課
長
、
副
会
長

／
久
万
高
原
町
高
木
勉
ま
ち
づ
く

り
戦
略
課
長
、
監
事
／
峯
本
典
寬

愛
媛
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
連
盟
会
長

【
出
席
者
】以
上
関
係
ス
タ
ッ
フ
、

職
員
約
30
名

【
事
務
局
参
加
】
曽
我
部
英
司
理
事
、

十
亀
雅
史
事
務
局
長
、
岩
本
昌
美

事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

標
記
会
合
も
午
前
の
会
合
と
同

じ
場
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
会　

員
】
石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
・（
株
）
ソ
ラ
ヤ
マ

い
し
づ
ち
・
名
勝
古
岩
屋
を
守
り

育
て
る
会
、
石
鎚
山
系
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
森
保
護
管
理
協
議
会
、

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ（
株
）、NPO

法
人
石
鎚
森
の
学
校
、（
株
）エ
ス
・

ピ
ー
・
シ
ー
、（
株
）愛
媛
銀
行
、
愛

媛
県
信
用
農
業
組
合
連
合
会
、
え

ひ
め
森
の
案
内
人
会
、
面
河
渓
を

愛
す
る
会
、（
一
社
）
愛
媛
県
観
光

物
産
協
会
、
久
万
高
原
町
、
久
万
高

原
町
商
工
会
、
西
条
市
、（
一
社
）西

条
市
観
光
物
産
協
会
、
西
条
商
工

会
議
所
、（
一
社
）を
か
し
や
、
NPO
法

人
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アN

etw
ork

、

四
国
森
林
管
理
局
愛
媛
森
林
管
理

署
、
東
予
地
方
局
商
工
観
光
課
、
中

予
地
方
局
総
務
県
民
課
、（
株
）
石

鎚
観
光
、（
株
）伊
予
銀
行
、
愛
媛
県

勤
労
者
山
岳
連
盟
、
愛
媛
県
山
岳
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
、

愛
媛
大
学
山
岳
会
、（
株
）
愛
媛
旅

行
新
聞
、
面
河
地
区
地
域
運
営
協

議
会
、（
株
）
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス

ト
西
日
本
仕
入
営
業
セ
ン
タ
ー
松

山
駐
在
、（
一
社
）
久
万
高
原
町
観

光
協
会
、グ
ッ
ド
リ
バ
ー（
株
）、（
一

社
）KUM

AYAM
A
 STO

RIES

、NPO

法
人
西
条
自
然
学
校
、（
株
）JTB

会
議
は
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報

告
、
収
支
決
算
、
令
和
６
年
度
の
事

業
計
画
や
収
支
予
算
、
規
約
一
部

改
定
の
審
議
等
で
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
可
決
承
認
さ
れ
、
会
員
か

ら
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ガ
イ
ド
方

法
、
認
定
ガ
イ
ド
の
経
過
年
数
後

の
更
新
な
ど
、
こ
れ
か
ら
考
え
て

い
く
べ
き
事
案
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
な
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。文

責　

事
務
局
長　

十
亀
雅
史

　

二
の
鎖
元
公
衆
ト
イ
レ
設
置

よ
り
10
年
が
経
ち
傷
み
も
目
立

ち
補
修
等
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。ト
イ
レ
は
応
援
団
の
方
々
、

ま
た
ト
イ
レ
使
用
時
の
協
力
金

な
ど
で
維
持
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。応
援
す
る
人
た
ち
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
会
を
後
に

し
ま
し
た
。

【
日　

時
】 

５
月
29

日（
水
）

　
　
　
　

 

13

時
〜
14

時

【
場　

所
】 

県
農
林
水
産
研
究
所
・

花
き
研
究
指
導
室
２
階
大
会
議

室
／
東
温
市

【
日　

時
】 

５
月
29

日（
水
）

　
　
　

 　

10

時
〜
11

時
30

分

【
場　

所
】
県
農
林
水
産
研
究
所
・

花
き
研
究
指
導
室
２
階
大
会
議
室

／
東
温
市

【
会　

員
】 

宗
教
法
人
石
鎚
神
社
、

NPO

法
人
石
鎚
森
の
学
校
、石
鎚
山
系

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
保
護
管

理
協
議
会
、
石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
（
株
）、
愛
媛
県
、
愛
媛
県
山

岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連

盟
、
愛
媛
大
学
山
岳
会
、
愛
媛
森
林

管
理
署
、
え
ひ
め
森
の
案
内
人
会
、

面
河
渓
を
愛
す
る
会
、
久
万
高
原

町
、
久
万
高
原
町
観
光
協
会
、
久
万

高
原
町
商
工
会
、
西
条
市
、（
一
社
）

西
条
市
観
光
物
産
協
会
、
NPO

法
人
西

条
自
然
学
校
、
西
条
商
工
会
議
所
、

NPO

法
人
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

N
e
t
w
o
r
k

会
員
ス
タ
ッ
フ
関
係
者

約
25

名
出
席

【
役
員
等
】
会
長
／
西
条
市
佐
竹
浩

観
光
振
興
課
長
、
副
会
長
／
久
万

高
原
町
高
木
勉
ま
ち
づ
く
り
戦
略

課
長
、
副
会
長
／
愛
媛
県
山
内
重

宣
自
然
保
護
課
長
、
監
事
／
峯
本

典
寬
愛
媛
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

　

ま
た
、
本
年
の
石
鎚
山
お
山
開

き
案
内
人
の
参
加
は
300

円
か
ら
の

活
動
協
力
金
と
し
て
い
ま
す
が
、

熊
野
古
道
の
ガ
イ
ド
料
や
四
国
遍

路
の
納
経
代
等
に
つ
い
て
情
報
共

有
が
あ
り
、
適
正
な
料
金
と
受
け

入
れ
体
制
の
構
築
の
検
討
・
必
要

性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

何
は
と
も
あ
れ
令
和
６
年
度
は

始
ま
っ
て
い
ま
す
。今
後
の
活
動

も
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
多

く
の
皆
さ
ん
と
活
動
を
共
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
う
な
る

よ
う
に
役
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。

ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
会
長
、
監
事
／

相
田
弘
道
愛
媛
森
林
管
理
署
総
括

森
林
整
備
官

【
事
務
局
参
加
】
曽
我
部
英
司
理
事
、

十
亀
雅
史
事
務
局
長
、
岩
本
昌
美

事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

表
記
の
会
合
が
開
催
さ
れ
、
会

長
挨
拶
の
後
、
ま
ず
会
則
等
の
一

部
改
正
と
し
て
協
議
会
会
則
と
会

計
処
理
規
程
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
令
和
５
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
・
石
鎚
山

環
境
保
全
応
援
団
加
入
状
況
・
協

力
金
等
集
金
状
況
・
監
査
報
告
に

つ
い
て
説
明
、
次
に
令
和
６
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
（
事
業
費

内
訳
書
）
汚
泥
の
状
況
今
後
の
積

立
金
に
つ
い
て
説
明
、
す
べ
て
承

認
と
な
り
、
協
議
事
項
で「
石
鎚
山

環
境
保
全
応
援
団
」
の
取
り
組
み

や
応
援
団
の
募
集
に
つ
い
て
参
加

会
員
か
ら
の
意
見
を
求
め
、
会
員

か
ら
は
応
援
団
の
名
簿
を
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
な
ど
の
待
合
所
に
貼
っ
て

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
、
各

会
社
の
会
報
な
ど
に
も
掲
載
し
て

は
、
な
ど
の
意
見
が
話
し
合
わ
れ

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

※

令
和
６
年
度　

石
鎚
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
協
議
会
総
会

※

令
和
６
年
度　

愛
媛
県
石
鎚

山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
総
会

『
石
鎚
山
環
境
保
全
応
援
団
』

　

加
入
（
ご
寄
付
）
の
お
願
い

第770号 （二ヶ月一回一日発行） 令和６年７月１日石　鎚　社　報 第770号 （二ヶ月一回一日発行） 令和６年７月１日石　鎚　社　報
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石
鎚
山
二
の
鎖
元
「
石
鎚
山
公

衆
ト
イ
レ
休
憩
所
」
の
維
持
管
理

や
、
石
鎚
登
山
道
（
土
小
屋
ル
ー

ト
）
の
修
繕
は
、
３
つ
の
収
入
に

よ
っ
て
適
切
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

○
市
町
村
の
負
担
金

○
ト
イ
レ
利
用
協
力
金

　
（
ト
イ
レ
チ
ッ
プ
）

○
企
業
・
団
体
や
個
人
か
ら
の

　

寄
付
金

そ
の
う
ち
、
協
力
金
や
寄
付
金
が

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

維
持
管
理
費
が
無
く
な
る
と
、

○
壁
面
の
塗
替
が
で
き
ず
、
色
落

　

ち
、カ
ビ
が
発
生
す
る

○
清
掃
回
数
が
減
り
、
ゴ
ミ
や
汚

　

れ
が
散
乱
す
る

○
ト
イ
レ
の
劣
化
が
加
速
し
、
使

　

用
禁
止
箇
所
が
増
え
る

○
登
山
道
の
修
繕
が
で
き
ず
、
閉

　

鎖
さ
れ
る
可
能
性
も
・
・
・

　

石
鎚
山
環
境
保
全
応
援
団
に

加
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
国
四
国
松
山
支
店
、
四
国
旅
客

鉄
道
（
株
）
ワ
ー
プ
松
山
支
店
、

（
株
）
農
協
観
光
愛
媛
支
店
、

B-shop

、OCH
I

（
株
）、（
株
）フ
ジ

ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
（
株
）

U
m
ique

、（
株
）リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
、
愛
媛
県
観
光
国
際

化
、
東
予
地
方
局
総
務
県
民
課
、
中

予
地
方
局
商
工
観
光
課

【
新
規
会
員
】（
株
）あ
そ
ぼ
や

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】（
株
）旅tibi.info

【
開
催
事
務
局
】
愛
媛
県
石
鎚
山
系

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

（
愛
媛
県
自
然
保
護
課
内
）

【
役
員
等
】
会
長
／
愛
媛
県
県
民
環

境
部
山
内
重
宣
自
然
保
護
課
長
、

副
会
長
／
西
条
市
産
業
経
済
部
佐

竹
浩
観
光
振
興
課
課
長
、
副
会
長

／
久
万
高
原
町
高
木
勉
ま
ち
づ
く

り
戦
略
課
長
、
監
事
／
峯
本
典
寬

愛
媛
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
連
盟
会
長

【
出
席
者
】以
上
関
係
ス
タ
ッ
フ
、

職
員
約
30
名

【
事
務
局
参
加
】
曽
我
部
英
司
理
事
、

十
亀
雅
史
事
務
局
長
、
岩
本
昌
美

事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

標
記
会
合
も
午
前
の
会
合
と
同

じ
場
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
会　

員
】
石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
・（
株
）
ソ
ラ
ヤ
マ

い
し
づ
ち
・
名
勝
古
岩
屋
を
守
り

育
て
る
会
、
石
鎚
山
系
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
森
保
護
管
理
協
議
会
、

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ（
株
）、NPO

法
人
石
鎚
森
の
学
校
、（
株
）エ
ス
・

ピ
ー
・
シ
ー
、（
株
）愛
媛
銀
行
、
愛

媛
県
信
用
農
業
組
合
連
合
会
、
え

ひ
め
森
の
案
内
人
会
、
面
河
渓
を

愛
す
る
会
、（
一
社
）
愛
媛
県
観
光

物
産
協
会
、
久
万
高
原
町
、
久
万
高

原
町
商
工
会
、
西
条
市
、（
一
社
）西

条
市
観
光
物
産
協
会
、
西
条
商
工

会
議
所
、（
一
社
）を
か
し
や
、
NPO
法

人
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アN

etw
ork

、

四
国
森
林
管
理
局
愛
媛
森
林
管
理

署
、
東
予
地
方
局
商
工
観
光
課
、
中

予
地
方
局
総
務
県
民
課
、（
株
）
石

鎚
観
光
、（
株
）伊
予
銀
行
、
愛
媛
県

勤
労
者
山
岳
連
盟
、
愛
媛
県
山
岳
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
、

愛
媛
大
学
山
岳
会
、（
株
）
愛
媛
旅

行
新
聞
、
面
河
地
区
地
域
運
営
協

議
会
、（
株
）
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス

ト
西
日
本
仕
入
営
業
セ
ン
タ
ー
松

山
駐
在
、（
一
社
）
久
万
高
原
町
観

光
協
会
、グ
ッ
ド
リ
バ
ー（
株
）、（
一

社
）KUM

AYAM
A
 STO

RIES

、NPO

法
人
西
条
自
然
学
校
、（
株
）JTB

会
議
は
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報

告
、
収
支
決
算
、
令
和
６
年
度
の
事

業
計
画
や
収
支
予
算
、
規
約
一
部

改
定
の
審
議
等
で
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
可
決
承
認
さ
れ
、
会
員
か

ら
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ガ
イ
ド
方

法
、
認
定
ガ
イ
ド
の
経
過
年
数
後

の
更
新
な
ど
、
こ
れ
か
ら
考
え
て

い
く
べ
き
事
案
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
な
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。文

責　

事
務
局
長　

十
亀
雅
史

　

二
の
鎖
元
公
衆
ト
イ
レ
設
置

よ
り
10
年
が
経
ち
傷
み
も
目
立

ち
補
修
等
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。ト
イ
レ
は
応
援
団
の
方
々
、

ま
た
ト
イ
レ
使
用
時
の
協
力
金

な
ど
で
維
持
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。応
援
す
る
人
た
ち
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
会
を
後
に

し
ま
し
た
。

【
日　

時
】 

５
月
29

日（
水
）

　
　
　
　

 

13

時
〜
14

時

【
場　

所
】 

県
農
林
水
産
研
究
所
・

花
き
研
究
指
導
室
２
階
大
会
議

室
／
東
温
市

【
日　

時
】 

５
月
29

日（
水
）

　
　
　

 　

10

時
〜
11

時
30

分

【
場　

所
】
県
農
林
水
産
研
究
所
・

花
き
研
究
指
導
室
２
階
大
会
議
室

／
東
温
市

【
会　

員
】 

宗
教
法
人
石
鎚
神
社
、

NPO

法
人
石
鎚
森
の
学
校
、石
鎚
山
系

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
保
護
管

理
協
議
会
、
石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
（
株
）、
愛
媛
県
、
愛
媛
県
山

岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連

盟
、
愛
媛
大
学
山
岳
会
、
愛
媛
森
林

管
理
署
、
え
ひ
め
森
の
案
内
人
会
、

面
河
渓
を
愛
す
る
会
、
久
万
高
原

町
、
久
万
高
原
町
観
光
協
会
、
久
万

高
原
町
商
工
会
、
西
条
市
、（
一
社
）

西
条
市
観
光
物
産
協
会
、
NPO

法
人
西

条
自
然
学
校
、
西
条
商
工
会
議
所
、

NPO

法
人
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

N
e
t
w
o
r
k

会
員
ス
タ
ッ
フ
関
係
者

約
25

名
出
席

【
役
員
等
】
会
長
／
西
条
市
佐
竹
浩

観
光
振
興
課
長
、
副
会
長
／
久
万

高
原
町
高
木
勉
ま
ち
づ
く
り
戦
略

課
長
、
副
会
長
／
愛
媛
県
山
内
重

宣
自
然
保
護
課
長
、
監
事
／
峯
本

典
寬
愛
媛
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

　

ま
た
、
本
年
の
石
鎚
山
お
山
開

き
案
内
人
の
参
加
は
300

円
か
ら
の

活
動
協
力
金
と
し
て
い
ま
す
が
、

熊
野
古
道
の
ガ
イ
ド
料
や
四
国
遍

路
の
納
経
代
等
に
つ
い
て
情
報
共

有
が
あ
り
、
適
正
な
料
金
と
受
け

入
れ
体
制
の
構
築
の
検
討
・
必
要

性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

何
は
と
も
あ
れ
令
和
６
年
度
は

始
ま
っ
て
い
ま
す
。今
後
の
活
動

も
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
多

く
の
皆
さ
ん
と
活
動
を
共
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
う
な
る

よ
う
に
役
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。

ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
会
長
、
監
事
／

相
田
弘
道
愛
媛
森
林
管
理
署
総
括

森
林
整
備
官

【
事
務
局
参
加
】
曽
我
部
英
司
理
事
、

十
亀
雅
史
事
務
局
長
、
岩
本
昌
美

事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

表
記
の
会
合
が
開
催
さ
れ
、
会

長
挨
拶
の
後
、
ま
ず
会
則
等
の
一

部
改
正
と
し
て
協
議
会
会
則
と
会

計
処
理
規
程
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
令
和
５
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
・
石
鎚
山

環
境
保
全
応
援
団
加
入
状
況
・
協

力
金
等
集
金
状
況
・
監
査
報
告
に

つ
い
て
説
明
、
次
に
令
和
６
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
（
事
業
費

内
訳
書
）
汚
泥
の
状
況
今
後
の
積

立
金
に
つ
い
て
説
明
、
す
べ
て
承

認
と
な
り
、
協
議
事
項
で「
石
鎚
山

環
境
保
全
応
援
団
」
の
取
り
組
み

や
応
援
団
の
募
集
に
つ
い
て
参
加

会
員
か
ら
の
意
見
を
求
め
、
会
員

か
ら
は
応
援
団
の
名
簿
を
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
な
ど
の
待
合
所
に
貼
っ
て

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
、
各

会
社
の
会
報
な
ど
に
も
掲
載
し
て

は
、
な
ど
の
意
見
が
話
し
合
わ
れ

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

※

令
和
６
年
度　

石
鎚
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
協
議
会
総
会

※

令
和
６
年
度　

愛
媛
県
石
鎚

山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
総
会

『
石
鎚
山
環
境
保
全
応
援
団
』

　

加
入
（
ご
寄
付
）
の
お
願
い

第770号 （二ヶ月一回一日発行） 令和６年７月１日石　鎚　社　報 第770号 （二ヶ月一回一日発行） 令和６年７月１日石　鎚　社　報
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▲

◆
今
治
越
智
崇
敬
組
合
◆

二
拾
七
万
円
以
上

新
居
田
物
産
㈱

◆
上
浮
穴
崇
敬
組
合
◆

壱
拾
万
円
以
上

坪
内　
　

続

　

真
心
の
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